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序 文

払田柵跡調査事務所では、本年度第49-2・3次、第53次、第54次の 3地区における学術調

を実施いたしました。この発掛調査は、第 2次 5か年計画の最終年次の調査でもあります。

最初に実施いたしました第49-2・3次発掘調査は、昨年度降雪のため完掘のできなかった

第49次発掘調査の補足調査で、通称「ホイドスズ、J と呼ばれる井戸構造の実態を把握し、それ

に新しい木簡を検出することができました。同時にこの地点からいままで検出された木簡等を

考古資料と対比させることによって新たな理解が可能となってきたことも大きな成果の一つで

す。

第53次発掘調査は政庁地区北西部の遺構群の調査て¥ここでは政庁を画する板塀と付属建物

群や灰紬陶器などの遺構遺物が検出され、政庁変遷の具体的克通しを得ることができました。

政庁域の調査は、 1977年(昭和52年)以来延 6年間にわたっており、本年度で全体の85%を発

揚調査して終了したことになります。

第54次発掘調査は、内郭高門跡東部地区て、行った内郭南門に接する築地部分の調査でありま

す。築地本体は失われておりましたが、その下の整地基礎地業は確認できました。

今ここに本年度の発掘調査概要としてその成果をまとめ、当事務所の年報として刊行するこ

とになりましたが、今後の古代城柵官街遺跡の研究上はもちろんのこと、遺跡保存整備の一助

となれば幸いです。

最後になりましたが、調査ならびに年報刊行にあたって、御指導・御助言をいただきました

顧問・文化庁記念物課・奈良国立文化財研究所・国立歴史民俗博物館・古城県多賀城跡調査研

究所・秋田市秋田城跡発掘調査事-務所に心から感謝申しあげるとともに、史跡管理団体仙北町・

同教育委員会、千畑村・同教育委員会ならび、に地元の皆様の御協力に対し、厚く御礼を申しあ

げます。

昭和59年 3月31日

秋田県教育委員会

教育長斎藤 長
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l 本年報は、調査の速報を編集方針とし、 が発蝿調査と整理作業にあたった。年報の作

成にあたっては、次のとおり執筆分担し船木義勝が総括した。

第 1章、第 2章、第 4章第 4節…………・・………………・船木義勝

第 3章、第 4章第 1~ 3節 第 5章、第 6章一………一一山崎文幸

2 発掘調査および整理作業・年報作成にあたって、下記の方々から御協力をいただいた。

土地所有者 後藤和夫.{山北町ー

協力 高梨正進会第九支部(代表後藤八郎) 〔敬称略〕

3 火山灰の分析については、東北大学農学部庄子貞雄教授・山田一郎助手にお願いし、御教

示いただいた。

4 、木簡の釈読については、国立歴史民俗博物館歴史研究部助教授平川南氏

にお願しE し、御教示いただいた。

5 灰粕陶器の年代については、名古屋大学文学部助手斎藤孝正氏に御教示いただいた。

6 建築学的見地から見た検出遺構の検討は、奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部遺構

調査室長宮本長二郎氏にお願いし、御教示いただいた。

7 土色の記載については、小山正忠・竹毘秀雄編著『新版 標準土色帖JJ (1976・9)を参

考にした。

8 実u11j図は、国土調査法第X座標系を基準に作成した。詳細は『払田柵跡調査事務所年報19

77JJ を参照されたい。
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第 1章はじめに

;L国論跡は秋田県此!じ君fH山北町払田・千畑村本堂城廻にある。 j室助;は雄物JlIの中流域に近く、

大出!市の東方約 6km、横手盆地北側のuu北平野中央部に位置し、第三紀硬質泥岩の真UJ.長森

の残j王を中心として、北側の烏JlI. JII .南側の丸子JII (11掬子JII)に回まれた沖積地に立地

する。 1906年(明治 5)頃から開始された高梨村耕地整理事業の際発見された埋木が、地元の

後藤宙外・藤井東ーの努力によって歴史的遺産と理解され、遺跡解明の糸口が開カ通れた。 1930

年(昭和 5) 3月後藤宙外が調査を実施し、さらに同年10月文部省嘱託上回三平によづて学術

調査がおこなわれて遺跡の輪郭カf明らかにされた。この結果に基づき、 1931年(昭和 6) 3月

30日付けで国指定史跡となり現在に至っている。

1970年(昭和45)代になって、指定地域内外の開発計画が立案された。そこで秋田県教育委

員会は地花仙北町と協議の土、この重要遺跡を保護するため基礎調査を実地して遺跡の笑態を

把医することを目的に、 1974年(昭和49)現地に「秋田県払田柵跡調査事務所」を設置し、本

格的な発掘調査を開始した。さいわい、地芯管理団体仙北町当局および地域の人々の深い理解

により、史跡指定地内は開発計画から除外された。

現在は「在、田柵ß~;発掘調査要項」の第 2 次 5 カ年計画に基づいて計画的に発掘調査を実地し

ている。当 ~1、田柵跡調査事務所が設置されてからの調査成果を要約すると次のとおりである。

史跡は長を中心とする内郭(線)と、長森・真山を含む外郭(線)に囲まれている。 内享riは東

西 770m、南北 320mの長楕円形で延長約1.76kmであり、外郭は東西 1，370m、南北 780111の

長楕円113で延長約 3.6km、面積およそ87万 5千ぼである。外郭綜は角HJiJが一列にならび、東・

西・南・北に八開l門がつく。 I今郭柑:は築地土塀(東・酉・南の山麓)と角材列(北の ~ili~. j:也)が

連な 1)、南・北に八!同JPEJがつく。これら内郭の門は新!日 2H寺期ある。外郭i有門・内郭南門延長

政庁がある。政庁は板塀で区画され、政庁門を設けている。根1H~の中にはlE

殿・束脇殿・西脇殿カ'I配置され、これらの遺構は 6時期あ 1)、主要建物の基本的配置は 6J~JJ を

通じてーしていて、政治的機能を果していた場所と考えられる。政庁の南側板1)#に接するよ

うに東前殿・西前l殿がある。

出土品には、土grri器.~r:r恵器・灰;frh陶器があり、ほかに木簡・墨書土器・埠などがある。木

簡には「飽海郡隊長解申請J I十火大r:N二石二斗A 八升J I嘉祥二年正月十日」な

様木簡がある。墨書土器には「織悔J I厨J I蔚家J I缶舎J I文」などがある。

管理団体仙北町は1979年(昭和54)から保存管理計画による遺情保護整備地区である内郭地

域の土地買上げ卒業を進めており、 1982年(昭和57)からは環境整備事業を開始している。
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第 2章調査計画と実績

昭和58年度の発出調査は「払田柵跡発掘調査要項」に基づく、第 2次 5カ年計画の最終年次

にあたる。さいわい発掘調査費については秋田県の要求額どおりの国康補助金の内示(総経費

1，300万円のうち、国庫補助額 650万円)を得たので、次のような「昭和58年度払臼柵跡発掘

調査計画(案)J を立案した。

第 1表発掘調査計商表

調査次数 調 J1t 地 区 調査予定面積 調査期 間 {市j 考

第53次 政庁地区北西(払部回
字長森)

1，000m' 4月20日-7月31日

第54次 内郭南門跡東(払部田
字長森)

1，500m2 8月1日-11月30日

第55次 外郭(払南国西字部館前・仲谷地) 610m2 11月1臼-11月.30日 助但対し象、国外事庫-補業

ぷJ::J九 三ロ 1- 3 地 区 3，110m' 

昨年度第49次発掘調査として実施した通称「ホイド清水」の発掘調査は、降雪期のため充分

な記録作成ができなくなり途中で中止した。このため、本年度は SE 550の完揖と、北側土留

めとした約 1mrlJ画部分を補足調査(第49-2 することにした。 SE 550は約 4m四方

のJ屈形内に 7尺四方の井戸枠を設け、底面には砂利が敷きつめられていた。底面よりさらに F

約 2mの掘形があり 角球がぎっしりとつまっていた。 SE 550の北側には排水施設と思われ

る角杭と 4-5枚の板を検出した。調査は田植えの季節をむかえ水路が満水となったため、困

難となり、継続調査を余儀なくされた。第49-3次発掘i調査は秋の稲メIj1)後に実摘した。

払田柵跡の環境整備事業は昭和57年度から開始され、本年度は政庁地区の~土整地工事が予

されている。本卒業に先行して、政庁地区北西部の建物群および区画施設を確認するため、

第53次発出調査を した。第53次発掘調査の主要な成果は、第 1に板塀の変遷を理解するう

えに重要な資料を得たこと、第 2に政庁北門の位置と復原が可能となったこと、第 3に第35次

発掘調査で SB 370 A . B建物と相対する SB 640 A . B建物を検出できたことなどが特筆さ

れる。

第54次発侃調査は内郭南門跡とその東側の築地土塀との関連をつかむのが目的である。しか
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し、当地点は一昨年ま

くための大がかり

あづた場所であり大きな成果

を認めることができた。こ

第 2章調査計画と実績

なかづたが、築地土塀を

観察のためトレンチ

を入れたところ、 器の出土を見た。おそらく、当遺跡の創建期に近い土器と凡なしでも良

いと思う。

第55次発掘調査は1UI北町建設課が予定していた道路拡幅工事だったが、来年度以降に繰越さ

れることとなったため、本年度事業から除外することにした。

昭和58年度の発抱調査の実績は次のとおりである。

第 2表発掘調査実績表

調査次数 調 査 地 区 発掘 而 調査期 間

第牙34 9 2 次 長森北部(払田 18m' 
4 月 11 日 ~5 月 25 日 1

49 -3次 10 月 3 日 ~11 月 4 日

第 53 次 政庁地区北西部(払回 1.200m' 4 月 4 日 ~8 月 12 日

第 54 ;j.こ 内郭南門跡東部(払 800m' 8 月 23 日 ~9 月 30 日

3 地区 2，018m2 

なお、 を通して実地した。
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第 3章第49-2 .. 3次発掘調査

第 1節調査経過 (第 2図)

第49-2次発掘調査は、 57年度に調査を実施し

た第49次発掛調査の補足調査として計画したもの

である。第49次発掘調査は、 「絵馬J .木簡等の

出土した層{立国iにて、降雪等の悪条件のため慎重

な調査の実施が不可能となり中止していたため、

第49-2次調査として本年度雪解けと同時に開始

した。

4 月 11 日 ~13 臼は冬期間における

S E 550 (ホイド井泉)内の藻の除去作業を行い、

14日から SE 550周辺の遺構の精査を開始した。 第2図 第49-2次発掘調査地形回

19日からは SE 550周辺の古代遺物包含層の掘り下げを行い、 KF36内より墨書土器が出土し

た。 26日より SE 550内の埋土の掘り下げに入る。 掘り下げが進むにつれて、昨年度 SE 550 

掘形プラン①・②とした部分は原地形の落ち込みによるもので地山面からは縄文土器片が出土

した。向じく SE 550掘形プラン②・③・④とした部分からは縄文土器を伴う砂利を平却に敷

きつめた遺構(S X 565 )およびフラスコ状ピット(S K 564 )が検出され、 SE 550掘形プラン

は⑤であることを確認した。 27日には国立歴史民俗博物館考古研究部長 岡田茂弘教授が来跡

され、現地にて御指導をいただいた。 5月9日SE 550東西土層図を作成後これを除去し、さ

らに掛り下げ冗。 13日に SE 550底面プランを確認した。約 2m方形で井桁材の一部が残って

いる。底面プラン北側に接して SE 550の排水溝と思われる幅1.5mほどの砂利を敷きつめた

遺構(S X 568 )を検出した。 18日までに SE 550を除く各遺構の調査を終了し、 19日より SE

550掘形のtJiliり下げに入る。 24日までに角礁が密に詰った SE 550 掘形をプラン位認レベルよ

り2m掘り下げて底面を確認した。 25臼に SE 550の断面実測し完掘、写真撮影を行い調査を

終了した。

第49-3次発掃調査は、第49次発指調査区域と北側水路(排水第28号)間の約18rげを対象と

して水位の低い期間 (10 月 3 日 ~19 日)を選んで実施した。調査は S E 550北側における付属

施設の有無および周辺遺惜の検出を目的として行い、調査[R層位を先の調査結果から大きく 5

層に分けて、層位単位での遺構確認および遺物取り上げを行った。層序は第 1層がH音褐色土で

- 4 -
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:J1，田柵跡調査事務所年報1983

表土および撹乱層、第 2層が黒褐色土で古代遺物包含層(一部撹乱形跡あ 1))、第 3層が黒褐色

土で木製品を主とした古代遺物包含層、第 4層が植物遺体層、第 5層が黒色土で縄文土器を

である。 10月3日から第 1層の掘り下げを開始し、第 1・2層より多量の造物が出土した

がいずれも小似片であった。 7日KF36第 2層中より木簡の小破片 2点が出土した。 11日にも

K F36第 2層中より木簡のIJ、破片 l点が出土した。また KF34・36より「舎J ・と読め

る墨書土器が出土した。 14日KF36第3層中.K F37第 2層中より土師器、須恵器、木製品

形品およびー倒体の出土が相次いだ。 KF36内において SE 550排水路と思われる杭と杭に

接して北西に延びる 4-5枚の板(S X 569 )を検出した。 18日に調査区の平面実illiJを行い、翌

日日に調査区内の写真撮影 11月4日までに理戻しを行い調査を終了した。

第 2節発見遺構(第 3 ・6図)

第49-2次発掘調査において 6遺構、第49-3次発掘調査で 1遺構の計 7遺構を検出した。

本年度検出の柱列 1・土墳 1・その他 5の 7遺構に加えて、昨年度検出の SE 550・SX 561 

-563の4遺i構の補足説明をあわせて行いたい。

5 E 550 (ホイド井泉跡) (第 4・5園、図版 1・2) 

本年度の調査で約 2mX2mの井戸枠フO ランを確認した。プラン縁辺部には井戸枠の一部で

あったと思われる遺村があり プラン内は赤色化した砂・小障者カt敷き詰められた状態で検出し

たので、同面を井戸底面と判断した。 遺物の出土も井戸底面までで、それ以下になると敷き詰

められた礁の間から落ち込んだと思われる極小破片がわずかに認められる椋度である。掘Jjヲは

約 4m匹i方で、中央に井戸枠を据えて

いる。 掘形埋土に を連想、させ

A 

gう

O@ 

← -Kf 

包

とう司、

S A 566-2 

0 

S A566-1-KE 

1 1 ?。
第4国 S E 550底面プラン国 第5図 S E 550遺材出土状態図
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在、田柵跡調査事務所年報1983

る赤色化した砂際や井戸理土上部によく用いられる粘土などが含まれており、井戸構築法の一

端を窺えるが、後世の撹百しが著しいため詳細は不明である。井戸底部の下には上国I幅約 2m四

方、深さ 2mの掘形があり、中には頁岩の角球と砂がぎっしりと詰まっている。おそらく SE

550の湧水浄化機能を果したものと思われるが、角際中に縄文土器片および石倣を含む部分が

あるため、古代の遺構と断定できず、 SX 570とした。詳細は SX 570の説明で打つ。

S X 561 

S E 550の南東に位置する1.4XO.35mの不整形を呈する遺構である。 深さは17cmて¥

は黒褐色土である。当初 SX 562との関連が考えられたが、確証は得られなかった。

S X 562 

S E 550 の東に位置する 2 条の列石遺構である。 20~50cm大の角 l擦が20~60cm間隔て、配置さ

れており、 2条の列石の長さは約 3.7m 、列石間は I隔40~60cmである。当初 S X 561と関連す

るものか、もしくは SX 562単独でSE 550に雨水の流入を防ぐためのj蕃と考えたが、再精査

の結果、溝としての機能よりも井戸施設と他の地域とを区別する区画施設および区画線であっ

た可能性が強いと思われる。

S X 563 

S E 550周辺に東西 9m ・南北 6mの広範囲で検出された 5~30cm大の喫群で、ある。当初~S

E 550の裏込石と考えたが、その後の調査で SE 550掘形外であることが判明したため、 SE

550構築時に地山土中より J屈り出された岩石を土砂および粘土と混ぜ合せて SE 550周辺の地

盤強化に利用したものと考えたい。

S A 566 (第 5図)

S E 550南に位置する東西 1問の柱列である。 SA566 1の柱掘形は径25cmの円形を呈し、

北側に重複するピットを伴うが、その新旧関係は不明である。掘形内埋土は陪褐色土で、径10

cmの柱痕を検出した。 SB 566 - 2の柱摺形は径18cmの円形を呈し、掘形内埋土は黒褐色土で、

径 8~ 9 cmの柱痕が認められた。 柱間距離は3.11mで 柱筋は SE 550井戸枠プラン南側と

ほほ、平行する。井戸の覆屋である可能性も考えたが、 SE 550北側においては撹乱が激しく、

同様の柱痕跡および柱倒形を検出することができなかった。

S K 564 (第 7図、図版 1) 

S E 550西に隣接する長軸73cm 短軸49cm、深さ66cmの略情円形を呈するフラスコ状ピット

である。 SE 550 掘形壁面にて検出した。 SE 550より古い遺構である。 SX 565と同一面に

おける検出遺構で、 SX 565同様に縄文時代のものと思われる。 SX 564底面は SE 550底面

よリも低く、湯水量も豊富であるため、縄文時代においても井泉的役割を果していたものと推

察する。

8 -



第 3章第49-2・ 3次発掘調査

S X 565 (第 6aJ) 

S K 564の西に隣接する 0.5-3 cm大の玉石を敷き詰めた不整形を呈する遺構で、東西1.8

m.南北 3.3mの範間で弧状に検出した。原形は 111各円形を呈していたと思われるが、 SE 550 

情築時に東部を壊されたため現在の形状になったのであろう。プラン確認は縄文土器を含む層

と地山との接面上で、縄文時代の遺構であろう。原形をis各円形と考えた場合、中心部よリやや

りに SX 564が位置しており、 SX 565はSX 564の周囲を敷石によって平坦に固めるた

めの仕事と推察したい。 SX 564が縄文時代における井泉的役割を果していたとすれば" S X 

565は当然それにf寸随したi霊I蒋であろう。

S X 567 (第 6図)

S E 550東と隣接する帯状の遺憐て¥上面rl1面60-120 cm、深さ 9-23cmで、長き約 3.1mを

検出した。底面は SE 550に向かつて次第に低くなっており、西端は SE 550 t屈形に接してい

る。 SE 550に関連した溝とも考えられるが、確証は得られなかった。

S X 568 (第 4- 6図、図版 1) 

S E 550北に隣接する敷石遺構て¥東西rl1話1.45-1. 5 m、南端は SE 550底面プラン (SX 

570上面プラン)に接し、北へ約60cm延びている。 0.5-3 cm大の玉石を敷き詰めた状態は S

X 565と非常ににている。上部における撹乱が著しいため詳細は不明だが、 SE 550の排水路

であった可能性も十分に考えられる。

S X 569 (第 6図、図版 3) 

K F36内にて検出した杭と矢板 5枚からなる古代排水施設と思われる遺構で、ある。 SE 550 

とは1.5m離れてはいるが、現存し

ている部分は排水施設のごく一部と

考えられることから、 SE 550・s

X 568に接続する排水施設と推察し

た。現存一部は排水施設の西壁と思わ

れるが、東壁部は検出できなかった。

S X 570 

S E 550底面下にある上国幅 2m

田方・深さ 2mの遺構で、 J原形内は

5 -30cm大の頁岩角球および砂喫で

埋っている。遺物は掘形内上部にお

いて縄文土器片および若倣が出土し、

最上部において土師器の小破片数点

A 
A一一一
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払田柵跡調査事務所年報1983

が出土している。縄文土器片の出土およびSK 564縄文時代遺構の検出などをあわせ考えると、

古代遺構としての決定資料に欠けるが、 SE 550掘形の一部であり導水・浄化の機能を果して

いたものと考えたい。

第 3節 出土遺物 (第 8-19図、図版 5-11) 

本報告では第49次発指調査未報告分と第49-2・3次発掘調査出土遺物を併せて説明したい。

遺物の説明は第49次発掘調査未報告分、第49-2・3次発掘調査出土分のJlIFiで行うが、各調査

における遺物取り上げ層位番号が統一されていないため層位番号が等しくても同一層位からの

とは限らない。 以下各調査単位で説明を行う。

1 第49次発掘調査未報告分 (第 8-10園、図版 5・6) 

須恵器 3は口クロ成形の杯で、底部切り離しは回転へラ切りである。 体外面にの

る。 40-42はロクロ成形の護で、いずれも口縁部で外反しながら立上がる。

土師器 1・2・4-11・13-33はロクロ成形の杯で底部切り離しは右回転糸切りない

し回転方向がおと思われるものである。 12はロクロ成形の高台付杯で、底部切り離しは高台を

付けた際の調整によって不明である。 34-36・39はロクロ成形の血で、底部切り離しは右回転

糸切りである。 37・38はロクロ成形の高台付血で、 37は高台を付けた際の調整によって底部切

り離しは不明であるが、 38は回転糸切りである。

2 第49-2 D 3次発掘調査出土遺物 (第10-14図、図版 7・8) 

須恵器 44・45・48・64-66・68はロク口成形の杯で、底部切り離しは44が回転糸切りで

他はすべて回転へラ切りである。 45・64-66は外底面に墨書がある。 65は「舎J であり、他は

不明である。

土師器 46・47・49-61・67・69はロクロ成形の杯で、底部切り離しは53を除いては、右

回転糸切りないしは回転方向が右と思われるものである。 53は切り離し後回転へラナデによっ

て二次調整を施されており、切り離しは不明である。 62はロクロ成形の高台付杯で、底部切り

離しは右回転糸切りである。 63はロクロ成形の皿で、底部切り離しは右回転糸切りである。

以上の遺物を出土量の多い土師器に限って形態、技法等に基づいて 6分類してみたが、調査

lRの地形が傾斜地であるため、傾斜地上部と下部においては向層位番号であってもなお再検討

を要するものである。また第49次発掘調査と第49 2・3次発掘調査で用いた層位番号を統一

しなかったため、同一層位番号であっても同一層位中の出土ではない。しかしその後の出土レ

ベル・出土状態の倹討によって①第49-1・2次発掘調査第 1. 2層=第49-3 

1層②第49-1・2次発掘調査第 3・4層ェ第49-3次発掘調査第 2層③第49-3次発掘調査

ハU



第 3章第49-2・3

第 3層と相対させ、大きく 3つの共通層位に大Jjljできそうである。以下土師器 6分野{の概略で

あるつ

第 1類(杯)ロクロ成形で回転糸切りによる底部切り離し後、拘:調整を施さないものである。

第 2類(杯)ロクロ成形で回転糸切りによる底部切り離し後、再調整を砲さないものである。

には砂i'::iLを多く含んでいるため器出はザラザラしている。

第 3類(杯)ロクロ成形で回転糸切りによる患部切り j雑し後、高台を付したものである。

第4類(杯)ロクロ成形で底部切り離し後、回転へラナテ、による二次調整を施したものである。

第 5類(加)ロクロ成形で回転糸切りによる底部切り離し後、再調整を施さないものである。

第6類(皿)ロクロ成形で回転糸切りによる底部切り離し後、高台を付したものである。第 5

類と比較して器面が平j骨である。

第 1類は共通層位の①・②層、第 3~ 6類は②1雷、第 2U[は③!習の出土て、あるが、各層位に

絶対年代の決め手となる資料がないためこれらの分類に年代を付すことは現段階では不可能で

ある。なお、共通層位②層中に火山灰が含まれているが、現在までの分析結果では噴出版、

出年代の特定はされていないため、今後の良好な資料の険出を期待した ~)o

瓦 43は凸面が格子叩自で、四面に布目をもっ軟質瓦である。

碗 70~74は須恵器の底部内面を利用した転用硯である。

土製品 75は土玉で中央に径 2mmの穴が貫通している。

その他 76は土師器甑等に付く把手であろう。 77は宝珠状のつまみをもっ須恵器蓋である。

78は菊花状痕のある土師器杯の高台である。底部切り離し後、高台を付して右回りに外から内

へ箆状工具で押しつけるように接合したものである。

3 木製品 (第 14~18図、図版 9~ll) 

79~81 ・ 83~86 ・ 88は木札および、木札状木製品である。 79~81は一端を両側面から鋭く削リ

出しているものである。 79は完形品で、上端は箆状に削り下端はー側面ーからの削り出しによる

万形を呈する木製品である。 82は完形品で、上部のー側面に刻みを入れ初:等の結び、つけを容易

にし、下端は両側面からの削り出しで鋭くなっている。刻み部分を中心に 2条の圧痕が巡って

いるのが認められる。 86は上端を丸く繋形し、上部両側面に刻みを入れたものである。 88は左

端を丸く整形後、上部中央に径 3mmの孔を穿ったものである。 87は方 1cmの角材で、一端を鋭

く削り出した棒状木製品である。 89・90は杓子状木製品で、 89は全面を削り出して諮形してお

り、 90は板材の両側面の削り込みによる整形である。 91~95は曲物容器の破片で、 91 ・ 92 は出]

物の底板材、 93~95は曲物の開板である。 91 は 3 カ所、 92は 1 カ所に佳 3 ~ 4 mmの穿孔が認め

られる。 93~95にはとじあわせに用いた桜皮が残存している。 96は糸巻で、板材ーの両端および

一側面を U字状に削り込んだものである。 97は糸枠の横木部分で、 21交の板材の両端を両側面
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第49-2・3次発掘調査
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第3主主 第49-2・3次発掘調査
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から削 1)出し、各中央部分111話2.5

第 3章第49-2・3次発掘調査

き仕口をつくり、これを組み合せたものである。

合欠き部分には四隅と中央のn5カ所に径 31聞の孔を穿ち、木釘を用いて 2枚の板材を国定し

ている。 98~ 103は挽物の阻である。 101の外底面に

いる。 111のみ先端を

鈍角に自Ijり出している。

119・120は井戸側板

で、 11届 18~24cm . }草さ

4 cmの板材である。い

ずれも幅 4~ 5 cm . ?菜

さ 7~ 9 cmの切りこみ

が認められる。 118は

しいが、

枠上部の角材であった

と思わhる。

口

21 

の変IJ'子カfある。 104~ 108は SX

仁二二コ

L一一一]120 

569に使用されていた矢板で、原形はIIJli¥14cm.厚さ 1.5cmの板材である。 112~ 117は杭であ

る。 116は 104~ 108 

の矢板の南端に打ち込

まれていた角杭で、側

面は面取りされている 0

112 ~ 115は SX 569 

の東に点在していた角

キ克で、 114 ・115は{前

面の面取りがされてい

る。おそらくは SX569 

と関連のある打Lと思わ

れる。 113・117は板

材の一端を鋭く削り出

してわtとしたものであ

る。 109~ 111は SE

550周間より検出した

角材て 110・111は

側面の面取りがされて 119 

円け川
U

lH二u.也/，1、 11品・ 119・ZO() S E 550 

第18図出土遺物⑬
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ヰ 木簡 (第19・20図、国版39-42)

おいては木簡 8点を検出したが、判読可能なものは l点のみであった。また昭和田

年12月10日に「ホイド清水」北側排水跡中より採集した第15号木簡の釈文もあわせて報告した

し'0

第15号木簡

cr壊力JC信ヵJ C弥ヵJ(郷ヵ」
@口口口口口口口口口若楼マ弓

〔買力)

Eコ口字四年六月廿六日

(19.5)X2.2XO.5 019 

「ホイド清水」北側排水路北壁より突出していたものを文化課富樫泰時学芸主事が昭和55年12

月10日に採集した長さ 19.5cm・JIJ高2.2cm・厚さ 5mmの木簡で、柾目板短冊型である。

第17号木簡

・×解申請借稲×

SE550北西の KF37

より出土した長さ 11.7 

cm・JIJ面2.5crn .厚さ 4

mrnの木簡で、柾目tJi知

冊引である。下部欠損、

現存部も左側 3分の 1

が木自に沿って折れ

一部折:j:Tlしている。

木簡 1・2は木簡を

ネ'J4 mrnJIJh~ で4従寄IJ にした

ものの一部で、

i禁の処理方法がうかが

えるつ

C二二ニコ
第17号木簡

ILi土J白点、

本的 1・2 S E 55ilfl:ii 11:;内

第19図 出土木簡実測国

- 22-
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重量第15号木簡出土地点

十(日:35、1025l

第4節小結

十

-L ミ、山つ I、十十王尺

f¥ ~\\(SE550) 

第20図 第15号木簡出土地点実測留

第 3章第49-2・ 3次発掘調査

十 十KH

十 十KE

o 6m 

L一一一「ーー一一 ←一一一一一一一一一一_.

昭和初年の発見から昭和40年代まで乱掘が続いていた「ホイトゴ青水」の発掘調査を、 3次に

わたり実施したことになる。本年度の成果を中心に「ホイド清水」の発掘調査結果をまとめて

みたい。

S E 550は約 4X4mの掘形内に 7尺田方の井戸枠を設置したもので、北側に排水路 (Sx 

568・569)を右-していたと推察できる。当初~ S X 568を排水路とするには SE 550底面と向

一面での検出であるために無理があると考え、 SE 550に付属する洗い場的施設の存在:を考え

たが実証は得られなかった。その後 SX 568とほぼ同一面で杭と矢板 6枚からなる排水施設の

一部を検出したことから、 SX 568を流水路の一部と解釈し、排水路の一部に加えることにし

た。

しかし、発掘調査の結果からみれば乱掘は広範囲で、深部にまでおよんでおり、木簡・土器・

遺構の相互関連を把揮して古代「ホイド清水」を完全に復原することは不可能に近いものであ

る。これまでに「ホイド清水」から出土した木簡は 6点をかぞ、える。第 1~ 3・15号木簡は採

集資料であり、第16・17号木簡は本調査による出土である。これらの木簡の相互関連は前述の

ように確定しえないものである。また出土土器の年代は相当なi隔をもっていることが判明した

ため、年紀木簡に対応する出土土器の特定については今後検討することにしたい。

最後に、伝承によれば「ホイドj青水」に接する北側の開墾は太平洋戦争後であり、関恕時に

したという。当時の遺村が残っていない現在では、この埋没家屋が古代

のものであったという物証はないが、その可能性は大きく、今後機会が得られれば「ホイド

;J¥.J に隣接する北側一帯の発掘調査を実施して SE 550と他施設との関連を追求していきたい。

23 



第4章第53次発掘調査

第 1節調査経過 (第21図、図版12

第53次発掘調査は政

る北西部を調査範聞とし、政庁の全体把握

を目的として実施した。政庁変遷の全体を

把tglするうえで重要な項目は、①板塀の変

②政庁北門の有無、③後践しの有無、④

その他の主要建物および諸施設の有無、⑤

北東部で検出された鍛冶工房跡が北西部に

存在するか否かで これらにト分に留意し

て調査を開始した。

4 月 4 日 ~9 自の間に調査区内への基準

点移動および基準杭の埋設を行い、あわせ

て発掘器材の準備・点検を実施し、 11日か

ら発掘調査を開始した。調査区内の基本層

位は、第 1層近代の盛土層、第 2層黒褐色

土(古代遺物包含層)、第 3層黒色土(古代

遺物包含層)、第 4層寅掲色土(地山)で、 第21関 第53次発揚調査地形図

遺構は第 3層上田および第 4層上国で確認できる。 27日には国立歴史民俗博物館考古研究部長

岡田茂弘教授が来跡され現地にて御指導をいただいた。 28 日に KC~KE98~00内において 2

~3 棟分の掘立柱建物跡を検出した。 5 月 9 日 K F02~05内において板塀跡と 1 間 X5 聞の掘

立柱建物跡を検出した。 24日土層観察用ベルトをすべて除去し、遺構検出に努める。第 3

面においては遺構フO ラン確認が国難な部分もあり、一部第 4層上回において遺構プラン確認を

行う。 25日政庁を広画する 5条の溝跡を確認し、政庁の全体規模を把握する。 30日第 2層の除

土を終了し、調査区内全面の遺構プラン確認作業に入る。 6月2日溝跡の北側に位置する S1 

571内から土師器杯、喪、須7E器杯などが一括出土した。また SD 139と接続することが判明

した SD 483の位置確認のため J0・JP06を拡張調査した。 16日まで、に掘立柱建物 3棟・竪

穴住居跡 7軒を含む35遺構を検出した。向日 SB 330全面調査のため第35次既調査区分60m2を

拡張する。 17 日から竪穴住居跡が 3~4 軒重複していると思われる部分の精査に入る。

- 24-
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29臼S1 602内より多量の炭化材と土錘が出土した。同日 S1 580内より炭化した植物遺体

を験出した。 7月 5日SD 187が途切れている KF97・98内において政庁北門を検出した。 9

日遺構精査終了部分から最終平面実iflJJを開始する。 12日板塀の接続部分解明のため SX 524の

入る。その結果 SD 139・483の板坊が最終時期のものと判明した。 21日には第18回顧

問会議を秋凹県埋蔵文化財ーセンターで行い、第 2次 5カ年計画最終年度として第 1・2次 5カ

年計画の実績と第 3次 5カ年計画(案)について報告をし御検討をいただいた。顧問新野直古

秋田大学教授、岡田茂弘国立歴史民俗博物館教授にはi直接現場において御指導をいただいた。

25日掘立柱建物・竪穴住居跡の重複部分を除いて他の遺構の精査を終了した。 26日竪穴住居跡

の重複で調査が難行している部分に新たに揖立柱建物 3~4 棟分の重複を確認し、重複がより

複雑となる。 27日SB 640 -4掘形内より漆紙が出土した。これまでに漆付着土器等の出土か

ら存在カt考えられていただけにつれしい発見であった。 28日奈良国立文化財研究所

郎遺構調査室長が来跡され、主に掘立柱建物の復原について御指導をいただいた。29日SB330 

とSB 610は間仕切りのある同一建物と判明し、新!日 2時期を確認した。 30日午後 2時から現

地説明会を開催し、約60名の参加者に調査成果の報告を行った。 8月2日SB 330・610・611

の精査を終了した。 3B竪穴住居跡と掘立柱建物の重複は、掘立柱建物 41壌の重複であること

を確認した。 9日SB 641 の精査を行い東西 2~3 問、南北 2 間の掘立柱建物であることを確

認した。 11日SB 638 ~ 640の精査を終了し、いずれも建物規模が次第に縮小されていること

が判明した。 12日各遺構の最終写真および調査区の全景写真を撮影し、調査を終了した。

第 2節発見遺構 (第22-39図、図版12-14・16-21)

本調査では、建物 8棟、門 1棟、竪穴住居跡 2軒、泊三 8条、土壌30基 その他21の計70遺構

を検出した。以下、順次説明を行う。

1 建物跡調23-31図、図版14・16・17・19)

(1) S B 610 (第23・24図、図版16)

東西陳桁行 6間×梁行 2間の掘立柱建物跡である。柱間平均距離は北側桁行11.77m (東から

2.06ート2.01+2.16十2.01+1. 58 + 1.95 m )、南側桁行11.88m (東から2.12+(2.045)十 (2.045)

十 1.88十2.03十 1.76m )、東側梁行4.93m (北から2.31+2.62m)、西側梁行5.09m (北から2.55

十2.54m)で、計画尺による桁行40尺(北側桁行東から 7十 7+7+7+5十 7尺、南側架:行

東から 7+ 7十 7十 6十 7+ 6尺)、梁行17尺(東側梁行北から 8+ 9尺、 gg側梁行 8.5尺等間)

である。この掘立柱建物跡には 2つの間仕切りと 1間の隔が付されている。東側間仕切りは南

北筋に東側 3間X2間を画したもので、南北4.88m(北から2.52+2.36m)、計画尺による 17尺

26 -
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(0 I 

土南北筋に西側 2fM，!X2間を画したもので '--' 

はじから 9十 8尺)である。西側間仕切り

南北5.08m (北から2.42十2.66m )、計画尺

匂による 17尺(北から 8+ 9尺)である。府

は建劫北側に l間付されており、東西は 2

間である。南北 l間(西側2.25m、東側2.28

S D646 2陪J(4.01mで東から1.96十2.04m)X 

による南北 7.5尺、東西14rn)で、

1尺は平均29.5cm尺(7尺等間)である。 5
的

である。柱掘形は60~80crnで、度径16~35

crn (平均20cm)の柱痕が認められる。

形のJf3:1犬は方形および楕円形を呈している。

開および西側間仕切りを除いては新IB2時

期を確認した。建物方位は N30 03' Eであ

S B 610 -17t生掘形は SB 611 -8 t生る。 Cコ

まfこSB 610 -14桔ミ織形に切られている。

掘形は SK T 586を切っている。

図
買
献
C
N
由
回

ω

(第23・24図、図版16)S B 611 (2) 

東西棟桁行 3間×梁行 2間の掘立柱建物

東跡である。柱間平均距離は桁行8.77m

から3.05十2.73十2.99m)、梁行6.41m (北

で、計画尺による桁行カミら3.20十3.21m ) 
図
由
N

織
29尺(東から10+9十 10尺)、梁行22尺(11

1尺は平均29.8cmである。尺等間)である。

柱掘形は50~80crnで、由:径平均20cmの柱痕

が認められる。

多いため、建物が焼失した可能性も考えら

れる。柱t!tE~形の形状は隅丸方形ないし楕円

形を呈している。平面および断面観察にお

1 IJ寺期の建物と判いて重複は認められず、

士出ぉ十

28 -

明した。建物方位は政庁の他の建物群と異

なり座標北より西に振れており N60 11'W



第53次発掘調査第4章

である。 SB 610 -17柱掘形を SB 611 -8柱掘形が切っているが、 SB 611 -2柱J原形は SD

646に切られている。

(第25・261耳、図版17)5 B 620 (3) 

1間の掘立柱建物跡である。間平均距離は北側桁行10.75m (東から東西出桁行 5問×

(束から2.36十2.19十2.03+2.04十2.162.26十2.16十2.11十2.11十2.10m)、南側桁行10.78m

)、梁行 7)ミであによる桁行35尺(7 111)、東側梁行2.08111、西側梁行2.00mで、

30cmの柱痕が認められる。柱J屈l尺は平均30.5cmである。 柱掘形は50~60cm で、る。

られ形の形状は隅丸方形ないし IU各円形を呈している。平田および断指観察において

西にtA{l時期の建物と判明した。建物方伎は N1 0 58' W ~ N 1 0 32' WでSB 611とず、

した灰柑陶器破片がSD 646埋土中出土の破片と接合しS B 620 -3柱痕よりれている。

S B 620 -7討:J屈形は SD 646にt切られている。たため、両遺跡の関連が考えられる。

(第27・29・30図、図版14) 5 B 638 (4) 

南北棟桁行 2 間×北側梁行 2 間・南iNiJ 4~行 31習のJ目立柱建物跡である。柱間平均距離tは東側

(北から2. 99 + 2 . 84111 )、北側梁行4.81111(北から3.00 + 2 . 79 m )、四1&iJ桁行5.83111村11子5.77rn 

(東から2.36十2.45111)、南側梁行4.74111(東から(1.5)+(1.5)+1.74111)で、計画尺による桁行

l尺は-南側東から 6十 4+ 6尺)である。19尺(北から10十 9尺)、梁行16尺(北側 8

平均30.2cmである。柱掘形は45~75c01の隅丸方形で、直径20~30c01の柱痕が認められる。柱痕

っており、すべてを確認することはできなかったが、南側のやや外側を柱拘i形を切る

梁中央部分のみ途切れていたと思われる。曜講は上回 20c01、底面111記5~ 10c01、深さ 19c01

認めらよび断面観察においで、断面において叔村痕跡等は認められなかった。

S B 638 -6 ~ 1時期の建物と判明した。建物方位は N1 0 11' E ~ N 0 0 29' Eである。れず、

9 {主 J杉は SB 639 -8 ~・ S B 640 A . B 一 8~ 1l担柱j抗H脳脳ll:討ι1\ιl'一形を切つている O

(第27・29・30図、図版14) 5 B 639 (5) 

2間・南側梁行 3聞の掘立柱建物跡である。総間は桁行8.36m、南北棟桁行 31習×北側

)、南による桁行28尺(北から 9十10十 9尺)、北1WJ梁行22尺 (11it7f行6.55111て¥

l 尺は平均29.8cmである。柱J日 7f;は GO~75c01 て\である。1&iJ染行22尺(東から 7ト8+ 7尺)

またi宣径30~40cmの柱痕カ

っており、南側梁中央部分のみ途切れている。建物外側を各柱J屈形を結，，_I~.ように

さ2~ 3 cmの板痕跡をは上面1)届32~39cl1l、底面幅12~25cl1l、深さ 16~22cmで、断面において

と比i絞して、柱ilm形との新!日関係において相S B 638・640B S B 639 確認した。

いないものと

認められず、一時期の建物と判明した。建物

つ臼

えて同一建物の痕跡と異点があるが、検出状態から二J号えて柱掘形と

さ;ITる。 よび断面観察におい
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N 2
0

07' Eである。 SB 639 -8 ~ 11柱掘形は SB 638 -6 ~ 9柱掘形に切られている

カヘ SB 639 -4 ~ 11担JHHJf3は SB 640 A B 4 ~ 11ねi拘;形を r切っている。

(6) S B 640 A (第27・29・30図、図版14) 

南北槻桁行 3間×北側梁行 2間・南慨深5行 3H，jjの抗j¥_iけ生建物跡で、南側に 11剖の!持iカi付くも

のである。柱fltuI1ラは SB 640 Bにすべて切られており しか{確認できなかった。建物規肢は

S B 640 Bと比較ーして母屋部分は同規模、胸部分が SB 640 B胸より l尺長いと思われる。

(7) S B 640 B (第27・29・:30図、図版14)

南北煉桁行 3間×北側梁行 2間・南側梁行 3r埠の倒立柱建物跡で、南側に 1間の!和が付くも

のである。総間は桁行 10.47m .梁行6.75111で、計画尺による桁行35尺(北から 11十 11十 10十

3尺)、梁行22尺(北iWJ11尺等間・南側東から 7十 8十 7尺)である。局面は計画尺による南北 3

尺・東西22尺 (11尺等間)である。 1 尺は平均30.3cmである。柱掘形は55~80cmの隅丸}J"Jf; て\

直径20~25cmの柱痕が認められる。胞の柱J居形は SB 640 A . B 共に45~47cmの{官円形で、

径25cmの柱痕が認められる。柱痕のやや外側を柱J屈形を切る っており、南側梁中央部

分のみ途切れている。 壁清iは上面rl届29~40cm、底面 rl1面 10~ 20cm 、深さ 12~21cmで、断面におい

て板材痕跡等は認められなかった。 よぴ断面観察によって新!日 2時期!の掘立位建物であ

ることカロl'日明し、 SB 640 A . Bとした。 しかし 認められず、 Ui届形との切り

い関係より SB 640 Aには壁溝が無かったと忠われる。建物方位は N1
0

48' EとN2
0

21' Eで

ある。 SB 640 B柱山形は SB 640 A柱品i¥11予のすべてを切っており、 SB 640 B -6 ~ 11柱出

形は SB 639-6 ~11柱JffI\形・ S B 640 B -8 ~ 11桔:fÆl-}f~ は S B 6.38 -6~9 柱掘!杉に r切られている。

(8) SB641 (第28・:31図)

南北1束桁行 2間×北側梁行 2間・南側梁行 31日]の掘立柱建物跡である。柱!間平均距離は東側

桁行4.71111(北から2.35+ 2. 36 rn )・西側桁行4.67m (北から2.49+2.26111)・北側梁行4.80111(束

から2.32+2.49111)・南側梁行4.80111(束から 1.69十(1.555)イ(1.555))で、計画尺による桁行

16尺(8 )、北側梁行16尺(8 )、南側梁行16尺(東から 5.5 5 ト5.5尺)である。

1 尺は平均29.7cmである。柱fnl\JI引ま 40~55cmの fí品丸方形で、直径20~25cmの柱痕が認められる。

平面およびl断面観察において重慢は認められず、 l時期の建物と判明した。建物方位は SB 611 

620と同様に西に振れており、 N1
0

28' WであるηSB 641 1柱iAiJ杉は SK T586を切って

おり、 SB 641 - 2 柱。ti~形は S K 587に切られている。 SI 580との新"IH関係、は不i何であるが、
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S 863芯-1

r-¥ '_1 

S 8640-1 

G 

S 8638-3 

第29国 S B 638，...__ 640模式図

S 8639-1 

S 8 (j4()-3 

S 8639-:3 
E-町一一一 H:41.40m-一一一一、N

S B 639-3 

1 褐色土 (7.SYR}i) 

2 鴎褐色土 (7.5Y R%) 

3 嫡色土 (7.5YR~) 

4 碕褐色土 (7.SYR%) 

5一一一一 H:41.60m一一-N S B640-] w-町一一一 H:41.40m-町一向ーー E S B640ω3 

1 11苦褐色土 17.5Y R%) 

n音褐色士 (i.5Y R対)

3 黒褐色土 17.5Y R%) 

<1 ，~\褐色土 (7.5Y R%) 

5 盟褐色土 (7.5YR%) 

6 黒褐色土 (7.5Y R対)
7 黒褐色土 (7，5Y R.%) 

8 "音補色士 17.5Y R%) 

9 里褐色土 (7.5Y R対)

10 黒褐色土 (7.5Y R%) 

II .~黒褐色土 (7.5Y R%) 

12 境褐色土 17.5Y 

13 崎褐色土 (7.5Y 

第30図 S B 638，...__ 640柱掘形立割

- 32 

1 極時機色土 (7.5Y R75) 

2 暗掲色土 (7.5YR対)

3 陪褐色土 (7.5YRy'1 

4 ，!A¥鴻色土 (7.5YR%) 

5 暗褐色土 (7.5YR%) 

6 暗褐色土 17.5YRy'1 

7 時補色仁 (7.5Yil対)

B 理褐色土 (7.5YR%I 

9 黒褐色 t (7.5Y R%) 



北門としたものである。総

間は3.36m( ら1.77 

1.58111 )で、あり、 rjJ央

は柱痕跡とし、うよりも!ヰ

止め地設の抗日時;と思われ

る。 1尺は平均30.5cmで

ある。柱i"miltラは不明n奈で

あるが、 SD 187西端、

S D 646東端にそれぞれ

20cmの柱痕カ1az
められる。建物方位はW

4
0

16' Nである。

2 竪穴住居跡

(1) S I 571(第32図)

S B 645の北西に

する竪穴住居跡で、平面

形は隅丸方形を呈し、そ

第4章 第53次発11:1ぽz村t

KE十

内一一一-@-一
十KC

。

第31図 S B 641 ~実測国

の規模は東西 3.2m X南二!ヒ 3.7111 である。壁高は25~38cmて\住居南東隅， (対角線上)にカマ

ドが構築されている。カマドは角!改を地部の芯村として粘土で構築されており、焚口部に焼土

が検出された。柱穴は住居跡内外ともに認められなかったが、壁際に径10cm前後・深さ 5~ 10 

CI11の小ピットが列をなしている。住居ニ位置する 1対のピ、ソトは佳15cm.深さ 10cmと他の

ピ、ソトより大きめで、周辺の床百fifJ踏み悶められていることから出入口施設に用いられたと忠

われる。覆土は南から流入した状態で12)習に分けられ、第 3層は一括して廃棄された炭化j寸で

ある。床面i績は 13ぼである。出土i宣物には須恵器、土I~Hj器、鉄倣、瓦があり、第 3 隔を岐に L ・

で区分できる。また S1 571カマド焼二i二下床底上より出土の年(忠時蓋破片片iS B 638、639

覆土中出土の破片と接合したため、両遺構の関連が考えられるつ S1 571床面下ではII;J:l'にを呉

にする SK F 575を険出した。

(2) S I 580 (第33図、図版19)

S B 641の南に位置する竪穴住居跡で、平1m形は長方形を呈し、その出肢は長11¥[117 III '!;~~ i!ir!r 

5.4 mである。は自Ij平を受けており、現存部で摂高 1~ 6 cmである。カマド、は認められない

が、南壁際に焼土の fよがりがみられる。床面相は39m'である。柱穴は住民"[~LJ líìl~ (四li出のみ不明)

に位置し、径15~30cm .深さ 18~37cmである。各j、t穴を結ぶように請が認められ、 IIJM9~35
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第53次発掘調査第4主主

き20cm以下のところが多いが、全体に削平のたcm、j奈さ 1~ 12cmで、ある。

S I 580は SK585・589

-悶・

l
i
-
-
g口
口
問
答
ヱ

と忠われる。出土i立物には土師器、埼がある。

S X 605を切っている。

¥ 
~ 

に切られ、

められる
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3 溝跡 (第34-37図、図版17・19-21)

(1) 50139 (第34・35・37図、図版21)

政庁域北担問する 4 N 

地設で、全長58.6m、

上組問、底面i

r1J1~ 6 -20cm、 j菜さ 9-

44cmの溝である。東端j

においては SD 138と

接続し、西端において

はSD 483と接続して

いる。 SB 500 (西脇

殿)の柱iffl1形を切る S

D 483と接続している

ことにより、 SD 138・

139は SB 501 (西脇

殿VIW])に対略する一

番新しい板塀であるこ

とが+iJ明した。また

JS十

第34図 so・sx実測図

S 0481 

。

十

第35国板塀新!日関係実測国

36 
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S X 524・630とSD 139・143・481 ・483の切り

番新しい遺構て、あることが確認された。

(2) S D 143 (第34・35・37図、図版社)

第4章 第53次発掘調査

関係によっても SD 139・483が一

政庁城北側を画する施設で、全長 60.68m 、上回幅34~43cm、底面 7 ~ 16cm、深さ 37~71

cmの溝である。 SD 142・SX 609を切づており、 SX 524・630に切られている。 SX 609 

は覆土中に火山灰を含んでおり、これを切ってい

るSD 143は火山灰降下以後の遺構といえる。

(3) S D 187 (第24図、図版19)

政庁城北{閣を画する泊設で、政}T北門(S B 645) 

から束へ 33.46m延びており、東端において南北

に走る SD 123と直角に接続するi蕃である。l:函

IIJ面21~ 28cm 、底面JIJ民 15~24cm 、深さ 10~25cmであ

る。当初 SD 187は政庁域北側全域を画する施設

であると考えられたが、 S D 187 

が途切れることが判明し同位置:において SB645 

(政庁北門)を険出したため SB 645以東を従来通

りSD 187とし、 SB 645以西を新たに SD 646 

とした。

(4) S D 606 (第36・37図、図版20)

S X599の南に位置する L字形の溝で、全長3.95

m 、上面幅22~32crn、底面IIITIB1~ 26cm、深さ 54crn

である。 に火山灰を含む SX 599に切られ

ているため、 SD 606は火山灰降下以前の遺構で

ある。

(5) S D 613 (第34・37図)

S D 614とともに SD 139・143と平行して東

西に走る溝で、全長6.03m を確認し、上回IIJ面 19~

26crn、底面III記 14~20crn、深さ 5~ 7 crnである。

(6) S D 614 (第34・37図)

S D 613とともに SD 139・143と平行して東

西に走る溝で、全長5.93m を確認し、上面IIJM20~

32crn、底面IJl面II~27cm 、深さ 7 cr日である。 SX608 

- 37 

十JS

JR十

十JP

十JO

I ¥ 

第36図 S 0 483・606実測図



在、問柵跡調査事務所年報1983

に切られている。

(第35~37図、図版20)S 0 483 (7) 

56.53 m、上面rl届14-30cm、底面rlJ面6-20cm、深さ 12-21政庁域間1&Uを画する施設で、

S D 143を切る SX 630および覆土中に火(西脇殿)柱Iful~形を切り、S B 500 cmの溝で、ある。

また政庁を画山灰を含む SX 599を切って SD 139と接続する火山灰降下以後の遺構である。

する施設の中では一番新しいものである。

(第24・26・37図、図版17・19)S 0646 (8) 

(政庁北門)から西へ 27.21m延びてお 1)、西端におS B 645 政庁城北側をffiTIする施設で、

に接続するi葬である。上面rlJ記19-33cm、底lli:ir幅7-18cm、深さいて南北に走る SD 481と

3柱痕より出土の般片と接合し14-58cmである。埋土中より出土の灰柑陶器破片がSB 620 

SK 2柱.S B 620 -7柱掘形を切り、S B 611 たため、両遺構の関連が考えられる。

619・623に，切られている。
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ヰ土墳(第38・39図)

(1) S K 572 (第39図)

S 1 571のi西に位置し、円形を

(2) S K 573 (第39国)

S B 611 -2柱掘形の北東に

さ28cmで、ある G

(3) S K 574 (第39図)

S 1 571 形をし、

る遺構で、長 ilirlJ 60cm 、 ~\::l!ドfÍ158cm、深

さ28cmである。

(4) S K F 575 

S 1 571 し、 形を

るフラスコ:[犬遺て¥長軸1.44m、

長持r111.08m、深さ41cmである。 S1 571 

に切られている。

(5) S K 576 (第:39図)

S K 617の西に し、不整円形を呈

する遺構で、住 2~2.04m 、深さ 70cm て、

ある。

(6) S K P 579 

S 1 571の南に し、不整円形を呈

する遺構で、長iMI43cm、短軸30cm、j奈さ

54cmである。 SD 187 ，こ F切られている。

(7) S K T 583 (第:38図)

S K 584 るTピ、ソトで¥

長 ~iru3 .13m、短車rli58cm、深さ56cmである。

長軸両端部は中央部分が張出しておリ、

フラスコ状となっている。 SK 584に2切

られている。

(8) S K 584 (第:38図)

S K T 583の北に位霞し、不整椅円形

を呈する遺構で、長制r2.36m、主 1.7

第 4章 第53次発掘調査

る 、径1. 0:3 ~ 1 .05 m、深さ24cmである。

し、 、長~írtl65cm 、知r!írlJ54cm 、 j菜Jf;を呈する

-
u
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t
-
-

{
Z
0
5
 

ごと

日:ι11.90m
B一一一 一一一目。

¥¥¥4 

A一一一 H :41.90m 
信一一一A

第38図 SK実i期間

39 -
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m、j菜さ 8~ 18cmである。 SK T 583をP切勺ている。

(9) S K 585 (第39図)

S B 642 -9柱掘形の南に し、不整楕円形を呈する遺構で、長軸2.87m、短軸2.54m、

i~~ さ 23cmである。 S 1 580を切っている。

(1回 SK T 586 

S K 587の束に るTピットで、長iM12.71m 生叫il1i51cmである。 SB 610 -10村i拒l!F;、

S B 642 -1柱掘形に切られている。

(11) S K 587 (第39図)

S 1 580の北に位置し、不思作j円形を呈ーする遺構で、長ir.rrI1.87m、知i!ir1Jl.26 m、深さ30cmで

ある。 SB 642 -2を切っている。

(12) S K 589 (第39毘1)

S B 642 6柱1Ali形の南に し、不整円形を呈する遺構で、径64~69cm 、深さ 12cm である。

S 1 580を切っている。

(13) S K 590 (第39図)

S K T 583の南東に位置し、不整楕円形を呈すると思われる遺構で、調査区外にも拡がるも

のである。現状で長軸90cm、短軸57cm、深さ 15cmである。

(1引 SK 596 (第39図)

S B 642 -8柱掲形の北西に し、不整楕円形を る遺構で、長4ilh1.06 m、短軸0.88111、

j菜さ 13cmである。

(15) S K 597 (第39図)

S B 620 -6柱掘形の北西に位置し 不整楕円形を呈する遺構で、長軸3.65111、短車ri13.38m、

j菜さ24cmで、ある。

(16) S K 616 (第39図)

S K 627 ・628の東に

である。

し、不整惰円形を る遺構で、長軸94cm、短軸74cm、深さ27cm

(1の SK 617 (第39図)

S D 613の南に位置し、不整椅円形を

(1掛 SK 619 

る遺構で、長軸60cm、短軸48cm、深さ21cmである。

S B 620 -3・9柱iTtll形の中間に位置し、不整惜円形を

mである。 SD 187を切っている。

(19) S K 623 

S B 620 -5・11柱!fti¥形の中間に し、不堅持円形を

- 40 

る遺構で、長軸1.27m、短期f10.92

る遺構で、長軸66cm、短iP-fs54cmで
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ある。 SD 187を切っている。

告0) S K 627 (第39図)

S X 6:30の北東に し、不特PJJf:;を早ーする 、長i袖65cI11、主任制149cI11、深さ 22cI11である。

S K 628に切ら hている士

(21) S K 628 江~:19凶 i

S X 630の北東に位置し、

S K 627を切勺ている。

金2) S K F 629 (第3り|苅)

S X 625の東に位置し、不将円!f:;を呈するフラスコ状ピットで、開LJ部の長車rll1.19m、実li制1

1.07m、!底面の長i1it!11.28m、足車1111.15m、深さ 1.02mである。

告3) S K 633 (第3812:1) 

t
Q
 

す口五'fV」
『
斤
-

、上三割190c I11、 j;T~ 刺157c I11、 j菜さ:35cl11である。

S B 639 -7柱帰形の南に位霞し、不整惰円JJヲを呈ーする遺構て¥長軸2.58m、続軸 2.2m、

j来さ 22cI11で、ある。 SB 638 2、SK 634に切ら fLているつ

担制 S K 634 (第38凶)

S K 633の南に位置し、不将情円形を呈する遺構で、長制192cI11、短軸34CI11、深さ llCI11である。

S K 633を七刀っている。

(25) S K 635 第39凶)

S K 636 位置し、不整PJ形を呈する 、在30~34cl11、深さ 12Cll1である。

位6) S K 636 (~\381';(1) 

S K 634の南東に位置し、 ILJ}f;を手する遺構で、径40~42CI11、 j奈さ 12CI11である。 i析而形はまl地

底:IKを呈し、底lIUは受熱変化により明赤褐色である。

葎土は第 1)百カ t 炭化物欽~:，}~を含む黒褐色土、第 2 層が焼けて i育i くなったと思われる青黒色粘

土、第 3層が焼けてi古lくなったlI{'i亦渇

位わ S K 637 (前39凶)

S B 638 -6 {，:H居形の北に位置する

(28) S K 642 (第39凶)

S B 64り-8柱iftHJr;の二!とに位置し、円形を呈する

である。

、長iMI91cm、主、深さ 12cmである。

、f壬46cm、深さ 17cmである。 SK 64::3 

を切っている

伽) S K 643 (なB~)I'm ) 

S B 640 -8柱.tJiliJr;の二|ヒに位:置し、つF月三時円JIラを

20crnで、あるハ S K 642に一切ら jJしている。

(30) S K 644 第 3~ì 図)

るj宣1北で、長flill179CI11、発ii制167cI11、 F~ さ
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S B 638 9柱掘形の北に位濯し、 ff5を

9 cmで、ある仁

5 その他の遺構 (第34・35・37・39図、図版20)

(1) S X 495 

第4章第53次発掘調交

る 長軸49cm、短組144cm、j架さ

S X 524の南に

ある。

し、不整情円形を る遺構で、長軸1.66111 、 ~I，i.軸 1.39111 、深さ llcm で

(2) S X 524 (第35・37図)

第47次発拍i調査でSD 481をSX 524が切っていることを確認していたが、今回の調査でS

D 143 をも切っていることが判明した。現状で、東西7.82m 、南北上面rlJ面 1.4~2.5m 、底面1 rl届

20~50crn、最深部1.53m である。

(3) S X 581 (第39図)

S 1 571の北に位置し、不整円形を る

状で長i1ifl11.92m、穂子{4iru1.6 m、深さ 32cmである。

(4) S X 588 

、西側に を残すものである。現

S B 638の西に位置し、不撃情円形を る遺構で、長軸1.99m、知iMJl.54m、深さ 26cmで

ある。 SB 638 -7・SB 639 -7・SX 607を'切っている。

(5) S X 592 (第34図)

S X 605の南西に位置し、不整惰円形を呈ーすると思われる遺構で長軸7.48m、 由1.98111、

深さ 2~ 14cmである。 SB 640 ・639-9 ・SB 638 -7 ・SX 609を切っている。

(6) S X 593 

S B 638 ・639 ・640の南に

i奈さ 32crnで、ある。

し、不繋円形を呈する遺構で、長宅IIl2.66m、九{紬2.37m

(7) S X 594 

S B 640の北に位寵し、

ある。 SB 640 -2を戸切っている。

(8) S X 595 

J[ラを る 、長ipru3.1m、短艇11.54111、深さ 24crnてい

S B 640 -1H主出形の南lこ し、不整円形を る遺構で、長rlirh70cm、たわドrl159crn、深さ 36

cmである。 SX 624にザJらjしている。

(9) S X 598 (図版20)

S X 631の南に位置し、不整楕円形を

cmで、ある。

(10) S X 599 (第37図、図版20)

る遺構で、長jli由3.32m、旬iMI2.1 m、深さ 9~20 
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S X 598の南に位置し、不整楕円形を52する遺構で、長軸3.llm、短剥12.75m、深さ30cmで

ある。第 1層覆土中に火山灰が微量に混入している。 SD 483に切られ、 SD 606を切ってい

る。

(11) 5 X 607 

S B 640の西に位置し、不整楕円形を呈する遺構で、長軸2.01m、短軸1.14m、深さ 12cmで

ある。 SX 588に〆切らオLている。

仕2) 5 X 608 (第34図)

S X 609の南西に位置し、不整楕円形を呈する遺構で、長船12.22m、短軸1.43m、深さ 10cm

である。 SD 139・614をザJっている。

(13) 5 X 609 (第34国)

S B 638・639・640の南に位置し、不整楕円形を呈する遺構で、長軸3.61m、短軸2.55m、

深さ 8~32cmである。第 1 層覆土中に多量の火山灰を含んでいる。 S D 143・SX 592に切ら

れている。

(14) 5 X 621 (第39図)

S 1 571の北に位置し、不整円形を る遺構で、長軸89cm、短軸81cm、深さ 5cmである。

(15) SX622 (第39図)

S 1 571の北に位置し、不整円形を呈する遺構で、長軸l.llm、短軸 1m、深さ 4cmである。

縄文土器片が一括して出土していることから、縄文時代の遺構であろう。

(1日 5X 624 

S B 640 -11柱掘形の南に し、不整円形を呈する遺構て¥長軸68cm、短車rlJ50cm、深さ41

cmである。 SX 595を切っている。

肘) 5 X 625 

S K F 629の西に

(18) S X 626 

し、不整方形を

S K F 629の東に位置し、不持方形を

白目 S X 630 (第35・37図)

S X 524の東に位置し、不堅形を

る遺構で、長軸68cl11、短軸50cl11、深さ41cmである。

る 、長制160cm、短IM157cm、深さ 14cmである。

る遺構で、現状で長l~rn3. 66m、短軸0.90m、深さ33cm

てやある。 SD 143をF切り、 S D 139・SX 524にザJらjlている。

(20) S X 631 (第35図)

S X 630の南に位置し、不整楕円形を呈する遺構で、長軸1.68m、短軸1.43m、深さ 14cl11で

ある。 SD 483に切られ、 SX 632を切っている。

告1) S X 632 (第35図)
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S X 631の西に し、不整惰円形を呈する遺構で、長車[81.73 m、短Is[hO.93 m、深さ 5cmで

ある。 SX 631にr切られている。

第 3節 出土遺物 (第40-52[Z]、国版15・22-28)

建物跡出土遺物 (第40-45図、図版15・22-25) 

(1) 5B620 (第40図、図版22)

土師器 123はSB 620 9柱痕より出土したロクロ成形の杯で、底部切り離しは右回転

糸切りである。

(2) 5 B 638 (第41-43図、図版22-25) 

須恵器 125 - 127 はロクロ成lF~(!)杯で、底部切り離しは 125 ・ 127 が回転へラ切り、 126

が右回転糸切りである r 134は宝珠状のつまみをもっ蓋で つまみ周辺に回転へラ自Jjりを地し

ている。 137・138・140は長頚瓶で、体育IS下半に回転へラ削りを地している。 138・140は

頚部と胴部の境に隆帯が巡っている。 138は鼠部にカキ自痕跡が認められ、胴上部に 3条の平

行沈線カ)'2段に施されている。 133・135・136は斐で、 135は体部下半に回転へラ削りが施

されている。 133・136には体部外而に平行タタキ板痕、体部内面に同心円アテ板痕が認めら

れる。

土師器 129 - 132はロクロ成形の杯て¥底部切り離しは右回転糸切りである。 128はS

B 638床面で倹出された SK 642内より出土した、ロクロ成形の備で、底部切り縦しは回転糸

F切りで、ある。

その他 139は一括して出土した土錘である。 140は須恵器禁胴部岐片を転用した硯であ

る。 142は陶砂iの小T政片である。

(3) 5 B 639 (第40・44図、国版22・25)

須恵器 122・143- 146・148はロクロ成形の料て¥底部切り離しは 122・144・145

が右回転糸切り、 143・146・ 148が回転ヘラ切りである。 144内IWには保カt付着している ο

その他 152は羽

恵器斐胸部破片を転用

した{見である。

(4) 5 B 640 

須恵、器 121はS

B o40 -10{宝船i形より

tl-t=lこした宝珠状のつま

121 

.'1¥ 1-.J:i1ι点 121 S B640-1O 122 S臼(i:-19-，1

123 S B620-9 124 S 8640 

第40図 S日出土遺物①
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出土地点 125-133 S 8638 第41悶 58出土遺物②
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出二i二J山点 134-13ti S B 638 

第42国 58出土遺物③
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θ ①①①①①(ラ

11:¥:仁J也点 137・138・140-142 S 8638 

139 S 8638・S8639 
第43図 58出土遺物④
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みをもっ蓋で、つまみ周辺に回転ヘラ削りを施している。内閣には墨痕が認められる。

その他 149は石製品で用途は不明である。

(5) S B 638 ~ 640 (第40・44・45図、図版15・22・25)

須恵器 147はロクロ成形の杯で、底部切り離しは右回転糸切りである。

土師器 124はロクロ成形の杯で 底部切り離し等は磨滅のため不明である。 150 ・151

は脚付の鍋破片である。脚部はへラ削りによって整形されている。

漆紙 S B 639 ・640-4柱掘形内にある小ピットから回折の状態で出土したものである。

現在分析を依頼中である。

その他 153は須恵器護胴部{政片を転用した硯である。

〓伊N

A-一一一

S 8639・640-4

A-一一一

1 J~\ 色てt( 7.5Y H汽)

黒褐色 t(lOY H%) 

:3京褐色:七 (lOYH%) 

4 偽色土 (lOYH%) 

5 泉色二i二(lOYH31) 

6 虫色士 (lOYHl・Ki

一一一一A

H:4150m一一一-A'

2 

<:::) -， ()t 

Cフ 4 'C三コ

第45図 漆紙出土状態図・実測図
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2 竪穴住居跡出土遺物 (第46・48・49図)

(1) 5 I 571 (第48・49問、図版26・27)

須恵器 154・155・161はロクロ成形の杯で、底部切り離しは回転へラ切りである 0155

は口縁部が直に立ちあがる高台付杯である。 161は湾出させることによって注口を設けている

杯である。また内外面に火禅痕カt明瞭に認められる。 162は蓋で、つまみ周辺に回転へラ自IJり

を施している。

土師器 156 ~ 159・165~ 170はロクロ成形の杯で、底部切り離しは右回転糸切りであ

る。 171 ・172は口唇部を引き出したロクロ成形の皿で、底部切り離しは回転糸切りである。

174はロクロ成形の鉢で、底部切り離し等は磨滅のため不明である。 163・164・173はロク

ロ成形の護で、体部下半をへラ削り、体部上半に刷毛目を施したものである。

その他 160 は鉄ji}jたである。

S 1 571の出土遺物は覆土中にある炭化物層を境としてその上・ に区分して取り上げを

行った。上層出土遺物は 165~ 174である。下層出土遺物は 154・155・161 ・162・156~ 

160・163・164である。下層出土遺物中の須恵器蓋破片が SB 638・639内出土の破片と接

合できたため、両遺構の関連が考えられる。これに加えて S1 571住居外 (KF98グリッド、第

3層中)東側から出土した須恵器蓋破片が同じく SB

¥2  
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削切立
ロ底

た

で

き

)

杯

で

幻

の

合

版

形

接

図

成

と

い

ロ

片

沼

ク

破

同

ロ

の

ゆ

は

士

宮

出

o
J
め

)

同

だ

ち

4

内

問

h

u

o

晴

図

ゆ

じ

引

い

巾

!

の

る

跡

U

J

ぺ

土

上

位

S

器

滅

あ

溝

!

節

目

出

破

師

磨

で

牧

(

批

ら

の

m

m

仙

土

は

明

3

、

口

か

血

ぶ

等

不

土

内

石

る
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、ご宅

~_kJ 
159 

il:l二仁I也λ'i. 154-164 S 1571 

第48図 S I 571出土遺物①
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4 土壊出土遺物 (第50図、図版27)

須恵器 178はロクロ成形の杯で、J1f部を回転へラ切りで切り離し後、副転へラ削りを地

している。

土師器 179はロクロ成形の杯で、底部切り離し等は磨滅のため不明である。 186は仁i持

部を引き出したロクロ成形の JIllで、底部切り離し等は Jfl~;I1:~のため不明である。

5 その他の遺構出土遺物 (第50図、図版27)

須恵器 177は SX 524 より出土したロクロ成 Ir~の杯で、底部切り離しは回転ヘラ切りで

4?  

¥ 

r 

¥;-L 

守ヰ~

173 

げにi二地}，'，( 165-17:"3 S 1571 

第49図 5 I 571出土遺物②
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~U 

'・
188 

~イ

℃一一一~190 

191 

出土地点 177 S X524 178 S K597 

179・186 S X 599 180・181・188 SX588 

182-185・187・189-192 遺構外

第50図 SK.SX.遺構外出土遺物
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門川
U

と二ごコ
196 

出土地点 192 S 1571 19::l S X631 

194・196 S 8 640-11 

195 S 8639-9 197・198 S X605 

199 S B 6!1(l-10 

第51図 出 土 瓦

- 55 

197 

198 

ハハハ
1
1
u

199 



払田柵跡調査事務所年報1983

ある。

土師器 180・181は SX 588より出土したロクロ成形の杯で、底部切り離しは右回転糸

切りである。 188は SX 588より出ご!こした畿で、口縁部は縦方向の削りによって諮形後、横ナ

デで仕上げている。

6 遺構外出土遺物(第50図、図版27)

土師器 182 ~ 185はロクロ成形の杯で、!底部切り離しは右回転糸〆切りである。 187は口

クロ成形の内黒仰で 底部切り離しは布団転糸切リである。 189はロクロ成形の裂で、底部切

り離しは回転糸切りである。

その他 190は土師器底部破片を転用した硯で、外底面を使用している。 191は陶硯の小

破片である。

第 4節小 結(第52図)

本調査では掘立柱建物 8 棟・門 1 棟・竪穴住居跡 2 軒・溝~8 条・土墳30基・その他21の計70

遺構で、主要な遺構の重複関係は次のようになる。

北建物群 S B 610一一一→SB 611一一一→SB 645 

北西建物群 S B 640 A . B一一一→SB 639一一一→SB 638 

建物と板i扉

板塀

この他、

S B 620一一一→ SD 646 

S D 143一一一一歩SX 630 て一一一~S X 524 

"" S D 139・SD 483 

しているが、新!日関係の不明なものには、 SB 640 A・B. S B 639・SB 638 

とSX 605、S1 580とSB 641などカfある。

政庁域の発掘調査は第12次・第12補足・第13次・第28次・第35次・第47次発掘調査にわたる

延 6年間の成果と関連するものが多い。本調査の事実確認から、すでに公表したものについて

訂正却を用するものもある。

溝跡(板塀)の変遷について

政庁域北慨を区画する東西の溝(板塀)のっち SD 139の南端は、 SD 123によって切られ

ているとしたが、次の新しい事実関係がある。 SD 138・139は第47次調査で検出した SD 483 

と連続すること、 SD 143→ S X 630→ S D 139・483の切り合い関係があること、 SD 483 

は SB 501 (西脇殿第VI期)に対応する j韓であること。したがって、 SD 138・139・483は

一連の溝であり、最も新しい溝(板塀)である。

S D 143とSD 646 ( 187 )との前後関係については西端の SX 524により不明だったが、東

- 56-
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端については SD 142→ S D 143→ S D 123の確認がある。したがって、東西に走る溝は SD

142→ S D 143→ S D 187・646→ SD 139と判断する。本調査で、 SB 620→ S D 646の切

り合い関係があり、 SB 620 -3柱痕内出土の灰和i陶器と SD 646掘形内埋二i二出土の灰;rfh陶器

を想定しても前後関係きた。したカfって、 SB 620とSD 646とグ〕間に

は動かない。

2 政庁北門について

政庁域を画する溝(板塀)のうち、南側には政庁南門と呼んでいる建物があり、政庁東西門

がともなう時期もあるが北門については不明であった。本調査では、正殿北1~Jjの東西に走る

も北側の SD 187・646を調査したところ、既述したように溝が途切れた場所に 1本柱の柱列

を検出し政庁北門と呼~~-~'、ことにした。政庁北門は総間3.36m で、中央に扉止めの痕跡があり、

内に開く両扉が付いたのであろう。政庁北門の確認後、 SD 139・SD 143 の実 ì~!IJ 図を点拾し

たところ、 S B 645と南北ラインのほlはぽ主ま、同f位立遺に 2間の柱柱』穴を認めたのでで、、各期叔j均踊塀!にともな

うi北ヒF門うは一本柱 2間の「政庁北門」でで、あつたと復原することカ

3 西を向く建物

政庁建物群の方位は らわずかに東偏することがわかっている。本調査では SB 611 = 

N 6
0

11' W、SB 620 = N 1 0 32' ~ 58' W、SB 641 N 1 0 27' Wとなる。 SB 620とSB 641 

の振れは小さいが、 SB 611の振れは大きくおおよそ外郭北門の方向をさしている。 SB 620 

とSB 611は、 SD 187・646i蕎(板塀)以前の建物群であり、当遺跡の中では早い段階の造

営なのであろう。

4 遺物の接合資料 (第52図)

1で既述したように、 SB 620 -3柱痕内と SD 6461m;形内-埋土出土の灰手[11陶器が接合でき

た。遺構の切り合い関係が明確だけに貴重な資料となった。灰柑陶器は口縁部破片であるが、十宛

形をなすであろう。復原した口縁部直径は約18cmである。日縁部がゆるやかに立ち上がり、口

減端カtやや外反して外へまるく出がり、まるくナデ調整されているようにみえる。施紬法は内部

に~ ~ 7 
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第52図 灰紬陶器実測図・接合状態図
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は均一で、ていねいな刷毛カtけであり、外面も刷毛がけであろう。器厚は 3mmでよさJーで、ある。こ

の灰柑陶器は美濃窯産であり、光ケ丘 l号窯式期の所産である。光ケ丘 l

併行する時期に相当するようである。黒笹90号窯式の年代観については研究者間

の一致をみていないが、憎1I時彰一・斎藤孝正両氏の編年によれば、 900 ~ (950)・970年代

にあてている。平城京内における SD 650 B出土の灰和i陶器は黒笹90号窯式であり、 9世紀後
(設 6) 

半代から10世紀に入るくらいの時期という考え方も示されている。

S 1 571カマド焼土下・床直上出土土器と SB 638・639覆土中出土の法恵器葦形土器が接

合できた。 S1 571下層土器と SB 638・639出土土器の年代差が大きく、土器接合による遺

構年代の一致はないと考えたい。

5 火山灰を含む遺構

本調査では、 SX 599・SX 605・SX 609から火山灰を検出している。

S X 599は SD 483に切られている。したがって、 SX 599降下火山灰は最後の溝(板塀)

以前の降下だとすることができょっ。 SX 605は S1 580より古く、また SB 640 A . B tこと

もなう胤柱穴が SX 605におおわれていたことから、 SX 609はSB 639とSB 640 Bの間に

入ることになる。 SX 609はSD 143に切られているょっに見えた。 SX 609の全体プランは

S D 143の北側で完結していることが、気になる。 SX 609火山灰は、 SD 142・143以前か、

板塀が存在していた頃の降下なのであろうか。払回柵跡の火山灰降下は、 SX 609の時期と S

B 370廃棄後.S B 530造営の時期と 2回あったとせざるを得ないように考えられる。しかし

ながら、政庁を除いて遺跡内で火山灰を検出できたのは、第49次発掘調査だけにすぎない。当

調査の土層観察では、火山灰層は一枚しか観察できていない。もし、火山灰の降下を 1回だと

すれば、溝跡(板塀)の変遷が、 SD 142→ S D 187・646→ SD 143とせざるを得ない。こ

の場合、溝跡の切り合い関係や、 SD 142とSD 143の同位置造営の偶然性が大きすぎるなど

の矛盾をかかえることになる。

註 1 同一建物の壁溝を柱掘形が切っている場合の建築技法手順というのは、従来考えてきた建築

技法・建築手順では充分納得のいく解答を生み出せないでいる。考古学・建築学問聞から専門

家諸氏の御検討および御教示をいただければ幸いである。

註 2 柱痕と壁溝をもっ掘立柱建物の類例資料は、筑後国府跡 (SBI024)にある。宮城県多賀城

跡調査研究所 古川雅清氏から御教示いただいた。

註 3 政庁建物群の検討にあたっては、奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部遺構調査室長

宮本長二郎氏から現場と実iJ!lJ[ヨの直接点検をお願いし、御教示をいただいている。
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註 4 名 斎藤孝正氏から御教示いただいた。

註 5 斎藤孝正 1981・9 r尾北窯における灰粕陶器の変遷Ir桃花台ニュータウン遺跡調査

報告IILJ]

附1I1奇彰一 1983・3 猿投窯の編年についてJ Ir愛知県

愛知県教育委員

註 6 高島忠平 1971 

l号』ヰ斗テ古学会

奈良国立文化財研究所 1974 

奈良国立文化財研究所学報第23冊

f 

「考古学雑誌』 第57巻第

巽淳一郎 1983 平域京における平安時代の焼物Ir研究紀要 2Jj 愛知県陶磁資料館
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第 5章第54次発掘調査

第 1節調査経過(第53図)

第54次発掘調査は内郭南門の一部未調査部分の

補足調査および南門と築地土塀との接合部分の構

造解明、南門付近での築地土塀の構築方法の解明

と既調査区の構築方法との対比、内郭線と長森丘

陵間の平坦地における主要建物および諸施設の存

在有無の確認、内郭線の位置確定を主目的として

実施した。調査は仙北町払田字長森11-2・3・

6、26-2・3番地内の約1，5001ぜを対象として、

内郭南門を含む西部地域を A地匹、 IB長洲忠治氏

宅地を含む東部地域を B地区とし、 8月23日より 第53図第54次発掘調査地形図

A地E互の調査を開始した。表土剥ぎと同時に内郭南門(S B 230 )の未調査部分である南東隅

柱(S B 230 -9 )の調査にも着手した。 9月1日よりプラン確認を行い 8日までに 9遺構

を検出した。 2日には SB 230 -9の柱痕跡を確認し、精査の結果新!日 2時期の重複が判明し

た。また SB 230 -9掘形の患の観察によって調査区全体に盛土地業が施されている可能性が

でてきたために94ラインに土層観察用のトレンチを設定した。 6日までに94ライントレンチの

J周り下げを終了し、その土層観察によって厚さ 3~ 5 cm単位の版築が!幅約 7mにわたって確認

された。南側には崩壊土と思われるブロック状塊の不規則な堆積が確認された。第 3・9・13

次発掘調査の結果とあわせ考えれば、築地の基礎地業と本体の崩壊土と思われる。また調査区

全体で築地基礎地業、南門構築以前の黒色土を囲く叩きしめた整地地業が認められた。 7日か

らA地区最終平面実illlJを開始し、 10日にはA地区調査終了全景写真撮影を行い、 A地区の調査

を終了した。向日より B地区の表土剥ぎを開始し、 1F85内より丸瓦が出土した。 13日A地区

において検出した築地基礎地業の B地区における位置確認のため85・89ラインに土層観察用ト

レンチを設定した。 14日には89ライントレンチ内 1E89内から須恵器の査が出土した。 16日ま

でに85・89ライントレンチの掘り下げを終了したが、 85ライントレンチでは近代の撹乱および

削平が激しく土層観察による基礎地業の確認はできなかった。 89ライントレンチにおいては土

層観察の結果大きく 4種頬の仕事を確認できた。①丘陵を一部削平し平坦地として整地した仕

②丘陵裾を深く掘り下げた仕事 ③砂と粘土を互曙に版築した仕事④A地区で検出した
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築地基礎地業の延長と思われる版築の仕事で南側に崩壊土をともなう。以上4種類の仕事の時

期差は残念ながら不明である。③の仕事の底面からは加工痕跡の明瞭な板材が出土した。 19日

よりプラン確認を行い14遺構を検出した。 26日より B地区最終平面実測を行い、 28日B地区調

を行った。 30日に補足調査を行い B地区調査を終了 第54次発掘調査を完

了した。

査終了
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払田柵跡調査事務所年報1983

(第54~60図、図版発見遺構第 2節

日地区16遺構の計26遺構を検出した。内おいては A地底10遺構、

調査の数ヶ月前まで宅地であったため、カ通-そのf也7である。6条・1・

と11遺構は明らかに近代のもので、なりの削平および撹-乱を受けており、

うが、近代の遺構についてはすぎない。 以下遺構の説明を8 特定できるものはわ

(内郭南門)について若干の補足説明を行う。

/ +IC 

十

十

また SB 230 数値の記録提示程度にとどめた。

z
u一
山
口
口
ヨ
I
l
l
l
h

I 灰褐色土(7.5YRS) ・笹色土(7.5YR%)の混合

2 黒崎色土17.5YR%) 暗絡色土(7.5YRY.)の混合

3 段色土(7.5YR%) 褐色土(7.5YR%) . U月褐色土17.5YR対)の混合

4 燈色土(7.5Y毘%)・黒補色土(7.5YR;!:{) 褐色土(7.5YR%)円混合

5 間賞褐色土(lOYR%) ・褐色土(7.5YRY;)の混合

6 黒色土(7.5YR31) 

7 褐色土(7.5YR~) 

8 褐色土(10YRY.) 

9 褐色土(7.5YR~)'!!!.色土(7.5Y R31)・俊色土17.5YR3i)の混合

十IA

o 2m 

10 褐色土(7.5YR対)・黒色土(7.5YR31)・によい褐色土(7.5YR%)の混合

11 によい賞揚色士 (IOYRY;) 12 褐色士(7.5YRY.l 

13 によい寅褐色土 (IOYRY.) 13 によい賞褐色土 (JOYR7il 

14 によい賞褐色土(1OYRY.) 15 褐色土 (IOYRY.l によい

黒色七(7.5YR31)のj見合 16 褐色土(7.5YRY.) 侵色土(7.5Y

S B 230実測図
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第 5章第54次発掘調査

S B 230 (内郭南門) (第55図、図版31)

現況が道路のため第13次発掘調査で全面調交を実施できなかったが、未調査部分である内郭

南円南東間柱(S B 230 -9 )が本調査区域内のため補足調査を実地したものである。

S B 230 B 9の東に新たに SB 230 C -9を検出した r 村:掘Df;は 1.5mの不

11ラを笠し、直径51~53cmの柱痕跡カi認められる。上里土は 、柱痕跡はに

ぶい11't宇呂5_仁てやある。 SB 230 B -9 f生掘形を SB 230 C -9 f主J屈形が切っている。

2 A地区 (第54-58図、図版29-31) 

1 . ~蒋状遺構 1 条・

(1) 築地基礎地業 (第571~ 、 I~版31)

4 llT .その他 4の計10;宣備を憤出した。

S F 650 94ラインに

基礎地業である。

した トレンチ東壁断面で碍認した築地構築のための

でA.B岡地区にわたって東西約37mを確認したが、宅地造成の

していない。基礎地業は 地ならしされた黒色土上に際に削平を受けており、築地本体は

IIJ話7.7mにわたって積土が版築されており、厚い部分は約60cmで、多いところで11層 カf

認められる。版築の積二i二は 2~ 10cmの厚さで平均 5cm位である。基礎地業の西端部分は、 SD

656 に d切ら~'している。

(2) 溝状遺構 (第56図、図版30)

S D 656 S B 230 C -9 

柱形の東から南東に走る溝状

遺構て;'， IIJ面60~80cm 、深さ 47cm

である。 SF 650のほぼ西端に

し、 SF 650を切っている。

S F 650との位置および新!日関

係から、築地本体構築時におけ

る何らかの仕事の痕跡ではない

かと推測したい。

(3) 土墳 (第58図)

S K 649 1 A 92内に

し、不整形を呈する遺構で、長iji由

1.1m、毛針il1i74cm、i菜さ 14cmで、

ある o S F 650を切っている。

S K 651 S K 649の束に

し、不整形を る

!日十N
A晶

門

↑

ート!日

付34.9日m一一一A

第 I層褐色土(7.5YR~い明褐色 tl7.sn百)
第 2嵐明縄色土(7.5YR%) 

第 3層褐色土(7.5YR~) 
第4溜怨色土(7.5YRU) 

第 5層黒褐色土(7.5YR:Yi) 
第 6ij目 黒褐色土(1OYR%) 

第.7!面黒色土(7.5YR3{) 

第8層 1電極色土(7.5YRJ6) 

第百層 j唱掲色土(7.5YR%)

第10溺 ì~賞授色土(7.5Y R!v.1 

第II崎黒色土(7ιYR3{) 

第12層 明黄偶色土(1OYRU) 

第56図 S D 656実測図
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第 2璃黒褐色士(10)'R%! 

S K659 
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土壊実測図
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長車出 105cm、空豆車出98cm、j菜き88cmである。 SF 650を-tJ]っている。

1 C94内に し、円形を る遺構で、 、j菜さ49cmで、ある。S K 652 

S K 653 S K 649の西に る不整情円形を程する遺構で、長Jlir[198cm、短i!ift]80cm、i菜

さ93cmで、ある。 SF 650を♂切っている。

その他の遺構 f第59. 60図、図版33)

S X 648 A し、 を る 、長Jlilu6.75m、短)111112.72m、j菜

さ78cmである

S X 654 A地区南西部に位置する東西日m、南北 7mの不整形 るi宣i11与で、 5 ~80 

cm大の角礁を覆土中に含んでいる。 地元の人の話によればこの場所には40年程前まで溜池があ

ったそうで、埋め立ての際に角慨を土砂と共に使用したものと忠われる。

S X 655 S B 230 -9柱掘形から南に延びている不整形を呈する遺構で、東西 1.3m、南

北 3mの範囲で雄認された。埋土は非常にしまりのある 、何らかの遺構の基礎地業とも

忠われるが、確

証は得られなか

った。 SX654に

切られている。

S X 673 

A地区北部に位

る角J護士群で、

地山中の頁岩が

露出しているも

のである。第13

次発掘調査で検

出した SX 253 

と連続するもの

でいある。

3 B地区

本調査区域で

は、溝 5条、土

墳 8基、その他

3の計16遺構を

検出した。 第59国 S X 655実測図

66 
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(1) 溝跡

S D 663 S K 661の南に る S K 661から し、 1Bライン付近で西に直

る。 SK 661に戸切られてお角に rjil るものである。 ?1lf rlJ面はが):30cm 、~~'?:さ 12cm 、

1)、SD 668を♂切っているの

S D 665 S K 664の束を北西から ゆるい百五をJ描いてi:Eる j存で、ある。 i諒rl1面は10-25

側、~~'?:さ 5 cm、覆土は路褐色ニ仁である。 SK 664に切られている。

S D 666 S D 667と産交する溝で、溝11屈は20-37cm、深さ 5cm、覆土は褐色土である。

S D 667との新旧関係は不明である。

S D 667 S D 666と直交する溝で 溝幅は0.25-1.3 m、深さ 8cm、覆土は暗褐色土で

ある。 SD 666との新IB関係は不明である。

S 0 668 S K 661の南を東西に走る溝で、溝i幅は20-40cm、深さ 6cm、覆土は褐色土で

ある。 SD 663、 SK 662に〆切らtlている。

(2) 土壊 (第58図)

S K 657 1 C88内 し、不整円形を 遺構で、 上田直径66cm、下i箇直径85cm、

深さ67cmのフラスコ状ピットである。 SF 650を切っている。

S K 658 1 C 86、87内に位置し、不整円形を呈する遺構で、長軸80cm、短判J69cm、深さ

18cmである。

S K 659 

ていある。

1 E86内に し、隅丸方形を呈する 、長qiri177cm、短組162crn、深さ 28cm

S K 660 

で、ある。

S K 661 

1 B841今に位置し、不整円形を

中より i室付が出土している。

S K 657の南東に位置し、

さ26cmである。 SD 663を'切っている。

S K 662 S K 611の西に位置し、不整形

cmで‘ある。 SD 668を〆切っている。

る遺構で、長軸55cm、短軸47cm、深さ38cm

形を呈する遺構で、長軸93cm、短iM185cm、j架

る遺構て¥長組190cm、短iM185cm、深さ 21

S K 664 S K 658の北東に位置し、不整円形を る 、長剥j60cm、知:軸53cm、j来

さ57cmである。 SD 665を奴jっている。

S K 669 1 G 88内に位置し、不整形を呈する遺構で、長~idl54cm 、短軸44cm 、深さ 56cm で

ある。 SX 670 -672を戸切っている。

(3) その他の遺構 (第60図、図版33)

S X 670 B地度二iヒ凶吉15に位置する南北4.72m、東西1.65m、深さ1.2mの不盤Jf5を

る遺構である。全体は西側未調査部分にまでひろがる落ち込みと推測され、築地基礎地業、築
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れるものである。

第60図 89ライン西壁土層図
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地本体構築の際に土取りを行った場所と思われる。その後 SX 672の削平土によって埋められ

たものであろう。

SX671 SF650とSX 670の間にある埋め立て事業で、南北に幅約 7mにわたって確

認されたものであるつ最深部で約1.6mあり、埋土は下半部カミ灰褐色粘土と砂を互層としたも

ので、上半部は SF 650と同械でSF 650の延長とも考えられる。 SX 671は築地基借地業を

施行する時点てJ由形カt大きく必ち込んでいたために、粘土と砂を互層に t~[めたもので、他の地

形と均衡を保ったうえでSF 650事業を実地したものと考えられる。 SX 671地業と SF 650 

1I寺問的差は認められず、連続作業として行ったのであろう。

S X 672 S X 670の北に位置する出Ij平整i也事業である。おそらくは綬傾斜を呈していた

原地!日を郎 1)だして整地を行い、現在の平坦地を設けたものと思われる。また地山由Ij平土は土

!習の観察によって SX 670の思立てに用いられたと

険出きれなかった。

第 3節出土遺物 (第61・62図、[2]JTI~34 -36) 

される。本調査では平胆地上に遺構は

須恵器 200・201はHT96内第 2層より出土したロクロ成形の杯である。 200・201と

もに成部切り離しは回転へラ切りで、二次調整は施されていない。 205は日 T91内出土の擬宝

珠状のつまみをもっ葉で、切り離しは不明である。つまみ周辺に回転へラケズリを施している。

206はHS94第3層出土の蓋で、切り離しは不明である。

207はSX 671基礎地業埋土中より出土した短頚壷である。ロクロ成形後に{本部上半を回転

しへラケズリ後横位ナテを砲しており、!胸部下半はへラケズ 1)調竪後へラナデを施している。

底部には胎土中に含まれている砂と同様の砂が付着しており、切り離しを容易にするためのも

のと思われる。 208は 1F89内より出土した長頚瓶の頚部n皮片で、頚部を嗣部に接合させたの

ちにへラナテ、調整を砲している。接合部はへラで右回りに押え付けており、頭部と胴部の境に

は!盗帯が巡っている。

土師器 202・203はHT97内から出土したロクロ成形の杯である。 202は磨滅のため回

転方向は不明だが回転糸切りである。 203は右回転糸切りである。 204はHS 95第 1層中より

出土したロクロ成形の高台付血である。底部切り離しは二次調整のため不明瞭であるが回転糸

切りである。内外国共に横位のへラミ力、、キを施したのち黒色処理されているが、へラミ力、、キの

単位は磨;成が著しいため図示できなかった。

木製品 210はSX 660覆土中より出土した木片で、現存最長部 7.7cm、rlJ語3.5cm、摩さ

9 mmである。上部及び両側面は原形を保っており、 t部には径 5mmの穴があけられている。木
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216 

213 て二三

出ご上I也点 211・256 H S 94 215 H T 94 

212・213・217 1 F85 

214 !Al土繋地層

第61国出土遺物①
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払回柵跡調査事

札の頒であったと推察されるの 209はSX 671基礎地業の最深部より した板材で現存最長

部20cm、i幅9.5cm、厚さ 1.2-1.5cmである。上部および両側面は原形を保っており、上端部を

残した中央部は 4.1cmのi隔で切り取られており、その後面取調繋を施している。原形の復原が

困難なため使用目的の推測は不可能で、ある。

瓦 本調査で出土した瓦は小片も含めると 10点であるが、代表的な 7片を図示した。 211.

214・216は平瓦である。 211 ・214は凸面が格子叩自で、四国が布自の軟質瓦である。 215・

216は凸面が渦巻状を呈する叩日で、問問が布自の軟質瓦である。 212・213・217は丸瓦で、

凸面はナデ調整によって叩自は消されており、問問が布自の硬質瓦である。

第 4節小結

発掘調査の結果、調査区内全域にわたって宅地造成 畑地造成の際に削平・撹乱を受けてお

り、各種事ー業の基礎地業等を険出したにとどまった。

内郭南門の補足調査では新たに SB 230 C -9とした柱掘形を検出したが、この柱掘形の取

扱いには多くの可能性が考えられる。第 1にSB 230 -9柱掃形が新!日 3期の重複となったた

め、第13次発掘調査で 2時期とした SB 230が 3時期であった可能性がでてきたこと。第 2に

S B 230 C -9の位霞が間尺等から考えて SB 230 B -9と考えられること、またその場合こ

れまでの SB 230 A、B-9との新!日関係および S B 230 A、B-9柱掘形をどう考えるの

か。第 3にSB 230とは異なる掘立柱建物である場合。第 4にSB 230と築地土塀を接続する

ための役割を果した柱である場合などが考えられるが、現在のところ決定資料に欠けるため来

年度実施予定の SB 230南西部分の発J屈調査において再度 SB 230と築地の接続部分の精査を

実施したうえで結論をだしたい。門と築地の接続部分の解明も SB 230南西部分の調査結果を

加えて行いたい。今回の調査では築地本体を検出することはできなかったが、築地構築のため

の基礎地業の確認によって内郭線の位置はほぼ、把握できたと考えてよいものであろう。また S

X 671の検出によって築地構築のための基礎地業は原地形にあわせた工法を取り入れておりそ

の柔軟な対応よりがつかがえる。今後築地の調査の際には築地本体構築技術とともにそ

地業にも十分留意して実施し、その解明に努めたい。

註 1 本報告では便宜上SB 230 C -9としたもので、第13次発招調査報告における内郭南門の重

捜 2時期を 3時期に変更訂正するものではない。しかし SB 230 C -9の検出によって SB230 

の新!日時期関係を再検討中である。
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東北大学農学部 庄 貞雄

山田一郎

秋田県のかなりの古代遺跡中には火山灰が宍在している。秋田県北部の小坂町や鹿角市の火
UJ 1 ) 

山灰は大場浮石と呼ばれ ト和田-a火山灰と同時期の十和田火山由来の噴出物とされている。

一方、秋田県中部の{山北町の払田十Iff}跡や南部のi哲出i訂の平鹿i室跡の火山灰など、秋田県中部か

ら南部の古代遺跡中の火山灰については不明の点が多い。本報台では在、田柵跡中にみいだされ

た火山灰の 1次鉱物組成 火山ガラスの形態、磁鉄鉱の化学組成などを、十和田-a、大湯j手

石、秋田焼LlJ軽石、灰白色火山灰のこれらの性質と比較検討した結果を報告する。

分析方法

1次鉱物組成分析用の試料は、火山灰全体の場合はそのまま簡で0.1~0.2mm部分を認取し、

次いでテトラブロムエタン(比重2.96)で重鉱物部分と軽鉱物部分に区分した。軽石部分の分析

用試料ははじめに分離した軽石を i陪く粉砕した後、火山灰の場合と同じように重鉱物と軽鉱物

の二つの部分に分けた n 各部分の鉱物組成は それぞれ200~300粒検鏡し その結果を粒数%

でしめした。

火山ガラスの形態はスポンジ状・繊維状.JffiT平状・頼粒状の 4種に区分した。スポンジ状は

無色で鋭角な多数の突起をもっガラスであり、内部に小気胞の多いものから少ないものま

めた。 繊維状力、ラスは無色であたかも繊維が束:1:Jtになったようにみえるものである。扇平:1犬力、

ラスは無色で}百平であり、スポンジ状や繊維状ガラスより厚みがある。頼粒状力、、ラスは茶褐色

から黒褐色であり、多数の微品を有する角塊状のガラスである。

火山灰中の磁鉄鉱の特定の化学成分を定量することにより、火山灰の岩質判定や噴出源の向

であることが、庄子らにより明らかにされている。磁鉄鉱の化学分析用の試料は、火

山灰全体の場合はそのまま、分離された軽石は乳鉢で十分粉砕した後、踏石で磁鉄鉱を分離し

た。さらに不純物を除くため、メノウ乳鉢で磨砕した磁鉄鉱を水の入ったビーカーに入れ、マ

グネチィクスターラーで回転しながら浮遊物を除去した。この持作を浮遊物がなくなるまでく

り返した。次にこの磁鉄鉱を分解し、 Fe、 Ti、Zn、Vを定量した。

結果 (表 3) 

1次鉱物組成と火山ガラスの形態

表 3には払回柵跡の火山灰(DH T H、第49次KD37)全体と 0.2mm以上部分(圧倒的に発泡
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性の良い火山力、ラスから成るので表には軽石部分と記載)、および十和田-a (採取地、

ノ戸部二ノ倉)、大湯浮石(保取地、秋田県鹿角郡小坂町字大岱八、大岱 II遺跡)、秋田焼山

(採取I也、岩手県岩手郡滝沢村)、灰白色火山灰(表には灰白と表示、採取I也、宮城県栗原、

部志和姫町堀口、権[J駒堂遺跡)の 1次鉱物組成をしめした。十和田-a、大湯浮石については

火山灰全体の他軽石(1 cm以上部分)についても

を!添いた試料を比較検討するためである。

した。これは、 などの

在、田柵跡の火山灰の重鉱物含量は全体が10%、軽石部分が 1%と少ない。重鉱物組成は、火

山灰全体、軽石ともにシソ輝石>磁鉄鉱>普通輝石》角[}司石である。軽鉱物組成は、火山灰全

体は70%が火山ガラス、残りが斜長石からなるのに対し、軽石部分は96%が火山かうスである。

火山力、ラスの内容は、火山灰全体は頼粒状のものが最も多いのに対し、軽石部分はスポンジ状

が最も多い。

十和田-a火山灰は、 火山灰全体、軽石部分とも 4%、5%と少なく、その組

成はシソ輝石>磁鉄鉱>普通輝石であり、軽鉱物組成は火山力、、ラスが圧倒的で、少量の斜長石を

含む。火山カラスの形態はスポンジ状ミ繭平状>繊維状>頼粒状であり、肩平:[犬が多いのが特

{設である。

大協浮石の重鉱物含量は各々 10%、6%と少く、その組成は磁鉄鉱ミシソ髄石>普i制度肝>

角閃石である。軽鉱物組成は火山灰全体、軽石部分ともに火山ガラス》斜長石であるが、火山

ガラスの形態は、火山灰全体は頼粒状が大部分なのに対し、軽石部分はスポンジ状が大部分で

ある。

秋田焼山軽石(IU併合、 AY P)は重鉱物含量が12%、その組成は、シソ輝石>磁鉄鉱>

輝石であり、軽鉱物組成は火山力、、ラス》斜長石である。火山力、、ラスの形態は頼粒状>スポンジ

状>肩平状>繊維状である。今回データはしめきなかったが、 AYPの中には肩平状カ、、ラスが

認められない試料ーもあり、複雑で、ある。

灰白色火山灰は宮城県一帯に認められる火山灰である。灰白色火山灰の重鉱物含量は 3%と

少なく、その組成はシソ輝石>磁鉄鉱>普通輝石であり、軽鉱物組成は火山力、、ラス》斜長石で

ある。火山カボラスの形態はスポンジ:[犬が大部分である。

以上、払回柵跡の火山灰、十和田-a火山!束、大湯浮石、秋田焼山軽石 (AY P、名称は軽

石であるが今度用いた試料は 2mm以下が大部分の火山灰である。)、!夫自色火山灰の l次鉱物組

成と火山ガラスの形態を検討した。その結果これらの火山灰は全て重鉱物含量が少なく、その

組成は両輝石、磁鉄鉱よりなっており、軽鉱物組成は火山力、、ラス》斜長石でと極めて類似、して

いる。また軽石部分を比較すると、この類似はより一層高まっている。しかし火山方ラスの形

態をみると火山灰間で違いが認められる。在、回柵跡の火山灰全体、大湯浮石の全体部分は頼粒
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状カ、、ラスが最も多く、払田柵跡の火UJJ売の軽石部、大湯浮石の軽石部、灰白色火山灰はスポン

ジ状ガラスが最も多い。十和田-a火山灰は、火山灰全体も軽石部分も璃平状力、ラスが比較的

多いことが特徴である。 AYPはこの試料ではスポンジ状、肩平状、頼粒状ガラスの含有量に

大差がない。

2 磁鉄鉱の化学組成 (表 4) 

表 4には磁鉄鉱の化学組成を第63留には各火山灰のZn/Fe十Ti(X 10-4)、V/Fe十Ti(X 10-3) 

値を V-Znベルト上にプロットした結果をしめした。

Fe%は払田橋跡の火山灰が51~52% と低く、十和田 a 、大湯浮石は57~59% とこれらの火

山灰の中では最も高い。 AYPと灰白はこれらの中間である。

Ti%は 6%から 14% までかなりばらついている。払田柵跡の火山灰は13~14% とこれらの火

山灰の中では最も高い。十和田一 a、大湯浮石の軽石部分、灰白はほぼ、 9~10% と類似してい

る。

Znppmは払田柵の火山灰、十和田-a 、灰白はほほ、800~900ppm と類似している。 大湯浮石

は1300ppmとこれらの火山灰よりもその値は高い。

Vppmは灰白が約2000ppmて。ある他は、約1200ppmと類似している。

第63図にしめしたように全ての火山灰が石英安山岩質や流紋岩質と珪長質であるが、大湯浮

いため最も上部にプロットされ、払田柵跡の火山灰が最も プロットされ

ている。この図からわかるように、十和田火山から伺じ時期の噴出物である十和田-aと大湯浮

石は明確に区別される。灰白色火山灰はV含量が2000ppmと、十和田-a、大湯浮王子、 AY P 

よりも明らかに高い。一方、払田柵跡の火山灰は、軽石部分で比較すると十和田-aとほぼ、同

様の位置にプロットされるが、前述したようにFe%とTi%に違いがみられる。

3 考察 (第63図)

東北地方の古代遺跡中に認められる火山灰は、十和田-a、大湯浮石、秋田焼山軽石、灰白
(詑 4) (註 5) 

色火山灰および苫小牧火山灰などである。このっち、十和田-a、大湯浮石は十和田火山由来
(詑 1) (註 5) 

であり、苫小牧火山灰は白頭山であると考えられている。秋田焼山軽石は秋田焼山、灰白色火

山灰は菜駒山と推定されているが、これらの火山灰は大湯浮石と同ーの火山灰であるとの考え
(註 5) (詑 6) 

もある。これらの火山灰のうち、年代がほぼ明らかなものは灰白色火山灰の10世紀前半であり、

他の火山灰は今後さらに検討する必要がある。

きて払田柵跡の火山灰であるが、その粒径をみると圧倒的に 2mm以下の部分が多く、火山ガ

ラスの最大粒径は 1rnm程度である。このことはこの火山灰の起源はかなり遠方である可能性が

えられる。

次にこの火山灰の色をみると湿状態で 7.5Y R託、乾状態で10YRJ/，iと、十和田-a火山灰
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の 2.5YYs(乾)や灰白色火山灰の 2.5Y%(乾)に比べ赤味が強い。亦i床が強いのは、この火山

灰がやや風化が進んでおり、火山灰粒子が欽の被膜でおおわれたためである。このような火山

灰の変質は般化還元をくり返すような堆積環境の場合によくみられるので、払田柵跡の火山灰

は、比較的地下水の影響を受け易い堆積環境であることが考えられる。このことはまた、磁鉄

鉱が変質を受け易い環境条件でもあり、第63図にしめしたように払田村奇跡の 3試料がやや離れ

てプロットされたのはこのためとも考えられる。

前述したように本質物である軽石の 1次鉱物組成からみると、払回柵跡、の火山灰は

や灰白色火山灰と類似している。しかし、磁鉄鉱の化学組成は前記のような理由から、遺跡周

辺の丘陵地の遺跡または土壌中の火山灰を用いてさらに分析する必要がある。従って、 ;n出柵

跡の火山灰が、 ト和田-a、大湯浮石、秋田焼山軽石、灰白色火山灰のいずれの火山灰に属す

るのか、それともまったく別の火山灰であるかは今後さらに倹討する必要がある。
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輝石 時lf1 fI 鉱 スポ〉ン繊維扇子 mn粒 石 (¥¥ψ 

DHTH、第'19 57 15 1> 27 ワ 60 10 ;jくKD37 

同 1:.れ石白11分 11 36 円77 3 16 つ

|→和田-a 50 19 1> 33 38 b 38 8 8 4 

同上'Ilf:石部分 47 15 38 53 16 22 6 4 5 

大 j易 i手 fi 36 9 1 1 > J J 70 24 10 

向上舵石部分 46 7 1 1 > 46 76 8 1> 1> 16 6 

秋 111hAE Y 11141E IJ 38 つ7 4 14 38 17 12 (A Y P) 

!死 iヨ 58 21 1> 22 60 4 1> 18 1> 

1次鉱物組成(0.1-0.表 3
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ム AYP
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磁鉄鉱の化学組成

試 宇i 名 Fe九 Ti % Zn ppm V ppm 一Fe二/斗!一1?i(×10-44 ) F一ev十一T一r(X1O-3) 

DHTH、筑49
52.15 14.41 782 1，248 11.8 l.9 ;J~ K D 37 

DHTH、ef147
51.17 1:3.15 819 1，425 12.7 つつ

二大 S X489 

河上軽石部分 52.03 13.21 896 1.281 13.7 2.0 

ト手[] !:l3 -a 57.04 8.92 940 1.280 14.3 l.9 

向上 '!l玉石部分 57.18 8.97 935 1，170 14.1 1.8 

大湯 t一子行層 59.72 6.69 1，274 1，281 19.1 1.9 

|可も上位 uirll分 59.03 10.10 1，320 1，203 19.1 1.7 

秋 i王iMtlUP杭)石 53.70 1l.25 1.036 1.244 15.9 u (A Y 

F)己 EJ 54.40 9.98 mo 1. 968 14.1 3.1 

表 4
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出土の木簡「ホイド清水」第 7章

南l
 

i
 

z--『ノ平国立歴史民俗博物館

第 i号木簡

口氏監間四月廿六自コ{牛楠請取

(比較)上回三平氏釈読

寺寄生仙氏監間四月廿六日件精請取

019 ( 22 . 3) X 2 . 4 X 0 . 5 

昭和13年〕払田柵土止』文部省〔上回三平『史蹟精査報告第 3

r(長森の北部)井泉祉の東約二・三尺を離れた土中に二片に分離し上記の報告書によれば、

た木札を発見した。材は檎か杉か判明せぬが、長さ約七寸三分五厘(二片を継ぎて)、幅約八分、

さ約一分五厘、上端は少しく欠け、又中央より梢下方にてこ個に折れている。表面の両側に

とある。(下略)J間取を施し、其の中央に左の墨書がある

この木札について、また、上田氏は『指定史蹟払田柵~lL)] (高梨村史蹟保存会昭和7年)で、

「丹自の下の記名は甚だ削磨して読み難きも上方の精請取は極めて明確で、あるから此の遺跡の

、滝川政次郎氏は「寺なものであるJ と述べている。性質を決定する遺物として極めて

という読みについて、「短冊考-払田柵土l上出土の木札について一J (r古代学J 7-2、寄生」

しかし、上回報告の木簡はその後、所在不明となっ昭和33年)の中で疑問を提示している。

てしまった。加えて、報告書には写真も実測図もないだけに、上田氏の釈読の是非も検証しょ

うがなかった。

このところが、最近、一通の書簡が発見され、釈読の検討に役立つことが明らかになった。

書簡は払田柵跡の発見者の一人後藤宙外氏から地元の高階秀彦氏にあてた昭和13年 4月18日付

のものである。関係部分は次頁のとおりである。

これは実i~IJ図に相当するある程度正確な模写

との聞の「ノ J「氏監」とと改めるべきで、 r111lJ 

木簡の寸法も上田氏の報告と合致するだけに、

は「寺書生」とみられる。問題の
〔註 1

14-ヨ忌n士一zプ口口ザ六、市 フ
Vd、，t討、'"/1¥"1・ぺIJ '-CX) ω 。

一せたU'ul1北新報』紙上になお、後藤宙外は、昭和 7年12月15日・ 19日の 2回にわけで、
[註 2J 

事の中で、次のような指摘をすでに行なっている。
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第 7章 「ホイド清水」出土の木簡

事丞1苓2Lhtご弘前~会?足以?

，~儀τゴ，c<'i'!1~~J t 

》でおふ恒β;んや~誕ν以ペセ営

i(前略)その下の「寺寄生J は議論のあるところで墨書の鮮明でない故もあるが、人により

之れを別様に読むべしとする意見もある。喜田貞吉博士が昭和五年十二月、二回目に払田柵

土止へ来訪の際、同地の池田鵡治氏邸の奥座敷に於いて、此の木簡を親しく一見せられて、「寄

生」と上田氏の読まれたのを「書生J と読むべきであると述べられたのであった。私も喜田

博士の説の方が正しいと思う。 i仙氏監」の仙の字も疑へば疑わるるが、何しろ墨痕がおぼ

ろであるから確かな判断は出来かねる。しかしながら「寄生J は誤であって「書生J と見る

のが正しいことだけは明かである。(後略)J

また、「間四月J を8世紀から 9世紀にかけてみるならば、養老六年(722)、天平宝字四年(760)、

弘仁八年 (817)、斉衡二年 (855)、貞観十六年 (874)に存在する。

しかし、本木簡からだけでは、いずれとも決めがたい。

第 2号木簡

〔事カ〕

・飽海郡少隊長解 申進口口口口

六月十二日 少隊長春日口継

29.4 X 2.9 X 0.7 011 
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払田柵跡調査事務所年報1983

藤井東一 「掛田柵J ( f秋田考古会会誌、j 第 2巻第 4号、昭和 5年)によれば、次のように

発見当時の様子を述べている。

f(昭和五年)九月七日、厨清水の脇を発掘し、 多数の文字ある土器を採集した。(中略)

それから幅一寸、厚さ二分五庫、長さー尺位の板片に沢山の文字を表裏に書いであるものが

ある。これは浜田耕作先生著通論考吉学の写真版にある木簡と言ふものによく似て居る様に、

我々素人には考えられる。文字は表は最初の文字は館と読むことが出来る。二字不明n 次は

隊のやうに見える。其下は長判然と読めて、一宇不明 申らしいが判然しない。其下文字ば

かりあるが、判断が出来ぬ。裏面は中途から六月十らしく見える。其下二字不明。養らしい

字、一字不明。(下略)J

ところが、この木簡は藤井氏の記録以後、最近まで所在が不明であったが、 1975年12月、払田

池田家の文庫倉から再発見されたのである。現状は風乾状態、であるが、完形品で、文字も

の貫進品目の部分の右半分の墨痕がほとんど失われている以外は、比較的良好で、ある。今回、

赤外線テレピカメラを使用して判読した結果は上記のごとくて¥藤井氏の釈読を一部訂正し、
〔註 3J 

なおかつ、筆者の旧釈文をも訂正した。

内容は解の書式をとる軍団関係の賞進文書と考えられる。貢進品目は不明である。隊長は寧

妨令軍団大毅条に規定のある隊正(五十長)のことである。ただし、少隊長の用例は管見の限

りでは知らない。出羽田の軍団は一団のみで その所在郡は明らかではない。

「飽海郡少隊長J としたのは、次のような例と向様に理解すればよいであろう。

『続日本後紀』承和七年 (840)二月発亥条

陸奥国柴田郡権大領文部豊主。 伊具郡・擬大毅陸奥真成等戸ニ焔。 賜一姓阿倍陸奥佳。 同

国人文部継成等外i六人賜一姓下毛野陸奥公。([f'続日本後紀纂話』は同十五年五月紀により伊

具郡の下に人磐城屈の四字を補う)[f'続日本後紀』承和十五年 (848)五月辛未条

(前略)伊具郡麻統郷戸主磐城団擬主!脹陸奥臣善福。色麻郡少飽外正七位上勲八等同姓千継

等八姻賜姓阿倍陸奥臣。

すなわち、飽海郡は「少隊長春日口継J の本貫を示すのであろう。

第 3号木簡

升八

一一
一石一糠

「
大

升
八

火

斗
十

二ココ
(15.3)X2.3XO.5 019 
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第 7章 「ホイド清水J 出土の木簡

1972年10月、地元の一高校生が「ホイド清水J で表面採集して発見したものである。上半部

欠損。現状は風乾状態。

内容は公根(大根)の請求文書かと考えられる。

兵士の公糠は、箪紡令兵士備楠条に「九兵士。人別備一楠六斗。塩二升。井当火{共行戎呉等。

並貯当色産 j とあり、食料、兵器を自備することとされている。その後も陸奥田の兵士に関

する史料、『類要三代格』弘仁六年 (815)八月二十三日官符では、兵士らは「因ニf盾前例一。可レ

食一私服」とされ、また r続日本後紀』の承和十年 (843)四月了丑条にも「兵士年役。

日。分結二六番一。以レ句相代。口食一私根。身直城塞」と見え、この頃までは、上番兵士は私

摂を食するという令市!の建前は維持きれていたように判断される。

この方針は史料の上では、出羽盟に関しては、『三代実録』充慶五年 (881)三月二十六日条に

よれば、元慶四年以前に出羽田ニ城(秋田城・雄勝城)の兵士一千人は白根八合の番上根を支

キ合さ tlていたことは明らかである。また、

がある。

凡臨奥国兵士間食料米二千八百八十年l交裂ク

害IJ 年中所輪組穀内毎年光之。
ー レ ーレ

に睦奥田の例として、次のような規定

この兵士の年間の間食料「二千八百八十削夫裂日 J の算出法は、『類禁三代格』弘仁六年 (815)

八月廿三日官符に見える「分配番上兵士一千五百人孟王玉幸夫」により、 人別 8合×

1，000人X360日=2，880石 となり、その場合、本木簡の「二石八斗八升」は兵士…人の年

間の食料米に相当することになる。つまり、兵士十火=100人とすれば、人別ニ升八合八勺、

日数にして、 3.6日分の請求額となるのである。

兵士は『続日本紀』 年 (704) 六月丁巳条に「勅。諸国兵士。国別分為一十番。毎番

十日。教一習武芸。必使一斉整。令条以外。不レ得一雑使」と規定されたょっに、 10番に分かれ、F

10日交代だから、年平均36日番上ということになる。この点について、高橋崇氏もすでに指摘
〔註 4J 

しているように、 3.6日分という日数は、 年平均36日番上に何らか関連すると思われるだけに、

今後、大いに検討する余地を残している木簡といえよう。

第15号木簡

口口口口貢V百校進

(Ii:l主力JC信ヵJ C弥ヵJ(怨liヵ〕

。口口口口口口日日口若楼マ弓
〔資ヵ〕

仁コ口字四年六月廿六日

(19.5) X2.2XO.5 019 



払回柵跡調査事務所年報1983

1980年12月、 「ホイド清水J 北側側溝で採集されたものである。

上端を若干欠くが、文字の欠損はないと判断できる。墨痕は全体的にきわめて薄く、赤外線

テレビカメラて¥わずかに確認できる程度である。

内容はおそらく、貢進文書木簡と考えられる。貫進品自は不明である。貢進先についても、

墨痕の比較的良く残存している部分を手がかりにするならば 常陸間信太郡阿弥郷と推定する

ことが可能であろう。 I 阿弥~I!~J は、 『和名類警抄』刊本郡部の{言太郡の壌では印刷前」、

山寺本では I~引かJ とあるが、 『延喜式神名r!辰』によれば、信太郡に「阿弥神社」が存する。

阿弥郷は現在の霞ヶ浦に面した茨城県土浦市阿見に比定される。

文書の年紀は「字」は明確に読みとれ、

四年 (760年)とみて間違いないであろう。

第16号木簡

コ前占口/はカ〕
口口口

-ニコ口口口

(17.0)X3.2XO.6 019 

第17号木簡

×解申請借稲×

(11.2)X2.2X 4口081

も墨痕をかすかに残しているので、

上・下端とも欠くが、文字はきわめて鮮明である。裏面には文字を確認できない。

内容は請求文書で、借稲に関するものである。借稲は借貸稲を意味しているであろう。なお

1975年の第 7次発堀調査で、外郭南門跡近くの土壌跡(S K60)出土の第 6号木簡に I{段莱J

〔註 5) 
の語がみえ、仮貸の粟と理解したのである。

〔前記〕

「ホイド清水」は早くは昭和 5年、 2点の木簡(第 1号、第 2号木簡)を出土した注目すべ

き遺構である。その後も、その付近から木簡が数度採集されたことから、 「ホイド清水」の本
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第 7章 「ホイドj青7j(J 出土の木簡

格的な発掘調査の開始が待望きれていたのである。しかし、今回の発掘調査の結果、井戸跡自

身は予想以上に撹乱され、遺物の遺存状態も良好で、はなかった。

「ホイド清水」出土の木簡の全般的な傾向としては、木簡の遺存状態がきわめて悪いといっ

点が、まず指摘できる。完形のものがほとんどなく、また、墨痕も薄いのである。形状は欠損

してはいるが、ほとんど短冊型と推測される。

内容的には、文書木簡に限られ、イす札類は認められないのが大きな特徴である。年紀につい

ては、やはり、第15号木簡の「口字四年J が注目されるであろう。これは、第 7次発掘調査に

おいて、 外郭南門跡近くの土墳跡(S K 60)から出土した第 4・5号木簡に記す「嘉祥二年J

(849年)よりさらに古〈、払回柵跡が少なくとも 8世紀後半には機能していたことを示す重要

な資料となるであろう。したがって、例えば、第 1号木簡の「間四月J についても、すでに記

したように、 8世紀から 9世紀にかけて養老六年・天平宝学問年・弘仁八年・斉衡二年・貞観

十六年のいずれかがあたるとすれば、当然、天平宝字四年が有力となってくるであろう。

その他の木簡についても、内容的に 8世紀後半としても、予盾なく理解できそうであるし、一

方、年代を与えられることで、大きな問題を生ずる木簡もあるようである。しかし、これまで

「ホイド清水」出土の木簡として、一括して扱われてきているが、本文中にも記述するように、

木簡は井戸跡およびその周辺から採集されたもので、出土地点および層位等において不明確な

点が多いだけに、今しばらくは、木簡桔互の比較検討は差し控えたい。この点については、今

後、 「ホイド清水」の井戸跡周辺の発掘調査の進行をまって、全体的な検討を実施する必要が

あるであろう。

註 1 参考までに、 「仙」という墨書土器が払田柵跡近くの藤木遺跡(大曲市藤木二本柳字谷地)、

男鹿市の小谷地遺跡(男鹿市脇本小谷地)から出土している ( u'秋田県の考吉学』古川弘文館

1967年)。

註 2 全文は船木義勝「出土木簡事始J (f古代学研究」第92号1980年)に紹介されている。

註 3 拙稿「東北地方出土の木簡についてJ (f木簡研究J 創刊号1979年11丹)

〔旧釈文〕
〔事ヵ〕

・飽海郡隊長解 申請口口口口

〔帰ヵ〕
六月十二日 隊長春日旅口

註 4 高橋崇 fU'払田柵』出土木簡についてJ (U'アルテス・リベラレス.!(岩手大学人文社会科学部

紀要)第30号1982年 7月)

註 5 拙稿「払田柵跡出土の新木簡についてJ (U'日本歴史』第357号1972年 2月)

可。
0
0
 



第 8章調査成果の普及と関連活動

現地説明会の開催

昭和58年 8月初日

第49・53次発指調査について………ー…………………・船木義勝・山崎文幸

2 諸国体主催行事への協力活動

月 日 行 の名称 題 協力所員 王 {佳

4 . 7 史跡学習 払田柵跡の概要 船木義勝 大曲ライオンズクラブ

4 . 26 史跡学習 払田楠跡の概要 船木義勝 婦人学習「ひだの会」

5 . 10 研修会 払田柵跡の概要 船木義勝 国土館大学文学部

5 . 13 研修 払田柵跡、の概要 船木義勝 大由市文化財保護協会

5 . 24 研修 払回柵跡の概要 船木義勝 大曲ロータリークラブ

5 . 26 研 11多 在、国柵跡の概要 船木義勝 秋田県立博物館

5 . 31 研 (1多 在、田柵跡の概要 船木義勝 秋田県文化財保護協会

6 . 20 研 (1多 払田柵跡の概要 船木義勝 大雄村立国恨森小学校PTA

6 . 24 払田柵跡の概要 船木義勝 仙北町立仙北南小学校

6 . 24 *f!li=!:: 在、田柵跡の概要 船木美勝 千畑村立千屋小学校

7 . 3 
県南コミュニアイ・

在、田柵跡の概要 秋田 rr南教育事務
カレッジ

7 . 17 :;J;ニ刀ヨ Zヱ2L2 拓本教室 山lli奇文幸 {山北町公民館

7 . 31 
県南コミュニアイ・

在、出柵跡の概要 船木義勝 秋田
カレッジ

1丁南叔背号事l

8 . 5 文化財'めぐり 払田柵助の概要 船木義勝 秋田県教職員互助会

8 . 6 ふるさと 在、田橋跡の概要 山lli奇文幸 仙北町公民館

8 . 9 フィールド・ワーク tL田柵跡の概要 船木義勝 秋田県教職員互助会

8 . 31 研修会 払田柵跡の概要 山lli奇文幸 大山仙北地教育方委員会連合会

9 . 18 
県商コミュニアイ・

吉代の東北と城柵 船木美勝 秋田県教育庁南教育事務所
カレッジ

9 . 19 研修会 ;}1¥田櫛跡の概要 船木義勝 秋田市立旭川小学校PTA

9 . 29 附卦三j. 三在~ とヱエλ 埋蔵文化財ーについて 山崎文幸 太田町公民館

9 . 30 史跡めくり 在、田柵跡の概要 船木義勝 秋田 -学校P'I
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第 8章 調在成果の普及と関連活動

発掘調査現場において多数の各種研修団体に現地説明を行っ

3 額閉会議の開催

第18回

第四回

昭和58年7月21日

2月22日

ヰ 発掘調査への協力
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5 罰究発表@執筆

船木義!J券.LLrlli奇文幸 在、国持l}吋;( -2 ~ 3 ・53次発掘調査成果:)第10回古代城柵官街

昭和59年 1月29日発表
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図版4 第49-2・3次発掘調査
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図版11 第何-2・3次発繍飼葦木唱団&.3



d 

、_，

} 
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図版15 第53次発鍋調査
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図版17

第53次発掲調査
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図版18 第53次発掘調査
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図版21 第53次発錦繍査
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図版34 第54次発鋸調査

1 i量物出土状況 2 遺物出土状況
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払[日十flfr跡調夜事務所年報1981

払国柵跡調査事務所要項

1 組織規定

秋田県教育委員会行政組織尻町j

第6条(地方機関の設置)

名 称

払田柵跡調有事務所

第 7条

8 .tL 

位 置

{iLr北部仙北町

、次のとおりとする。

関すること。

第 8条 第 2項 払田村野跡調査事務所の所掌事務は、次のとおりとする。

l 史跡.tL回柵跡の発掘およびこれに伴つ出土品の調査研究に関すること。

2 職員
(昭和59年 3月現在)

職 氏 名 {結 考

戸fr 長 大井 康ー 本務文化課長

日券 本務埋蔵文化財センター 兼務文化課

可 本務朋蔵文化財センタ

本務文化課

Ilf奇文幸 {山北町教育委員

沢光男

3 顧問

払田柵跡調査事務所の発掘・調査研究を適正に実施するため、顧問を委嘱した。

顧問新野直吉(秋田大学教育学部教授 古代史学)

顧問 岡田茂弘(悶立陪史民俗博物館教授 考古学)



現場作業員

調査参加

-茂木福太郎・杉沢 -大111徳治・

高相IJ龍太郎・ -菅原道明・森JIIJ司右ヱ門・越後谷哲也

熊谷道宏・吉屋

-佐藤せい子・

森111照子・加藤ハナ・

・熊谷 安・小林忠成・又井

-大)11貞子・

タ・加藤京子

整理作業員 竹村純子・池田マサ子・渋谷志・熊 -新田光晴・

ひより・地後藤のり子・佐藤隆子・山田牧子・

-嶋田富美子・細井洋子

秋田県文化財調査報告書 第 113集

11¥田柵跡調査事務所年報1983
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